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  開会にあたって 

                山野 正義 一般社団法人・日本美容福祉学会理事長 

 

 本学会創設を呼びかけた学校法人山野学苑は、2014年に

創立 80 周年を迎えました。これを機会に、創設者・山野

愛子と治一の足跡を辿ってみたところ、今日本が直面して

いるさまざまな困難を打開していくためのヒントがあるこ

とに気がつきました。 

 山野愛子は、1923（大正 12）年 9 月の関東大震災で被

災した人々を目にしたとき、それまで遊芸で身を立てよう

と思っていた考えがひどく頼りなく感じたのです。そして

もっと人々の生活の役に立つ仕事をしなければという漠然

とした希望が、生涯かけて取り組んだ美容への端緒となり

ました。 

山野愛子が、東京日本橋に山野美容講習所を創設した昭和 9年当時の日本は満州事変の

直後で、何となく戦争の気配が高まる時代でした。昭和 16年の太平洋戦争勃発当時は、「パ

ーマネントはやめませう」などの官製標語のもとで美容は弾圧されました。山野愛子はそ

うした「戦争の時代」にあっても、美容への夢を決してあきらめませんでした。戦後はい

ち早く美容講習所を再開して、多くの女性たちに美容の素晴らしさを与え続けました。 

昨今の日本と世界の動向をみると、何となく戦争の気配が高まってきています。そんな

時だからこそ、美容と福祉に携わる人々は、山野愛子・山野治一の美容に対する信念をも

う一度想起する必要があると思うのです。 

今学会研究発表で生山匡山野美容芸術短期大学名誉教授は、2014 年の 100 歳以上の人

口は 58,820人だが、2050年には 697,000人になると予測しています。長寿を寿ぐことは

本来、人間社会にとって素晴らしいことです。ところが現在の日本では、高齢化、高齢社

会は、マイナスイメージで語られる雰囲気があります。それで良いのでしょうか。 

憲法第 25 条は「すべて国民は、健康で文化的な最低限度の生活を営む権利を有する。

国は、すべての生活部面について、社会福祉、社会保障及び公衆衛生の向上及び増進に努

めなければならない」とうたっています。全国民の健康で文化的な最低限度の生活を確実

に保障し、かつそれを増進していくことは国の責務なのです。 

本学会が、高齢社会の福祉向上に貢献するために、美容福祉の研究・実践を提唱してい

るのは、その一翼を担っているのだと考えています。さらに私は、高齢化問題を学際的に

研究するジェロントロジーの教育・研究を大学はじめ関連する企業等で積極的に推進する

ことを呼びかけるとともに、今政府が提起している「地方創生」のためには、人々の日常

正確に最も密着している美容師たちの力を活用すべきであると提起しています。 

1999 年に設立し、15 年にわたって研究・実践を積み重ねてきた本学会が、輝かしい高

齢社会実現のために、さらに挑戦を続けていきたいと考えています。 

本学術集会の成功を心から期待しております。 
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第 14回学術集会のテーマについて――司会者開会あいさつ 

              木村 康一 一般社団法人・日本美容福祉学会理事 

 

只今より一般社団法人 日本美容福祉学会 第１４回学術集会を開会いたします。 

本日は、北は北海道、西は大阪や兵庫から、たくさんの方々の参加者を得まして開会で

きますこと、うれしく存じます。私は、日本美容福祉学会理事で、山野美容芸術短期大学

副学長をしております木村康一と申します。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

今回のテーマは「ライフデザインと美容福祉―実践の場の創造―」であります。 

私たちが共通して確信していることの一つに「美容はすべての人の、そしてあらゆる状

況においても、その方の『生きる』に貢献できる力をもっている」という概念があります。

これはもはや社会の中でも広く認められる概念でもあると思います。そして今日ここにお

集まりの皆さんは、この概念のもと、「自分の関わった方の幸せが自分の幸せ」と考えら

れて、日々活動されているのだと思います。 

その一方で、美容福祉の実践の場をどのように広げていくのかについても悩まれておら

れる方が少なくないのではないでしょうか。今回のテーマにある「ライフデザイン」の言

葉には、いかなる年齢の方、また療養中の方や障害を持たれた方など様々な人生の局面で、

どのように生きていこうとするのかという意味が込められています。それぞれの人生の局

面で、美容を通したサポートを探求していきましょうというテーマこそが今回の学術集会

の開催意義です。 

 

そこで本日は、国立がん研究センター中央病院に開設されましたアピアランス支援セン

ター長を務めておられ、まさに美容福祉の実践の場を創造されてこられました野澤桂子先

生に、基調講演「がん医療の場で求められるアピアランスケア～外見ケアと実践の場の創

造～」をお願いしております。先生にはその開設までの経緯や実践のご経験をご紹介いた

だきます。国立の機関においてこうした取り組みが始まっていることは私たちにとりまし

て大きな励みになると思います。 

 

後半は、５本の研究発表及び８本の実践報告がございます。それぞれの先生方がさまざ

まな場で実践されてこられた研究や実践の例です。それぞれの発表や報告が、皆さまにと

りまして新しいネットワークづくりのきっかけとなり、そして新しい実践の場の創造へと

つながっていくことを願ってやみません。参加されたすべての皆さんにとりまして、有意

義な一日となりますよう、お祈り申し上げてあいさつとさせていただきます。ありがとう

ございました。 
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がん医療の場で求められるアピアランスケア 

～外見ケアと実践の場の創造～ 
  

                      野澤 桂子（のざわ・けいこ） 

国立がん研究センター中央病院アピアランス支援センター長 

 

はじめに 

2014 年の国立がん研究センターがん対策情報センターの発表によれば、がんによる死亡者数と罹患者数は、

人口の高齢化を主な要因として、ともに増加し続けています。しかし、人口の高齢化の影響を除いた年齢調整

率で見ると、罹患自体は 1980 年代以降増加している一方で、がんによる死亡は、1990 年代半ばをピークに

減少しているのです。がんの生存率は多くの疾患部位で上昇傾向にあり、医学の進歩とともに、がん患者が長

生きする時代になってきたといえます。 

しかし、その代償ともいえる手術、抗がん剤、放射線などの集学的で積極的ながん治療は、がん患者の延命

に大きく貢献する半面、患者の身体への侵襲性も大きく、脱毛や瘢痕などさまざまな外見の変化をもたらしま

す。 

 

「アピアランス支援センター」紹介 

 「アピアランスケア」とは、私の定義付けですが、がん患者さんに対する外見関連のケアです。スキルとし

てのアピアランスサポートは、外見に関する諸問題に対する医学的・技術的・心理社会的支援です。シンボル

マークは「オレンジクローバー」。沢山のハートが集まって、患者さんが輝くことを支えています。 

 臨床だけをやっているのではなくて、国立がん研究セ

ンターの性質上、現場でやっているだけではだめで、さ

まざまな研究と教育もしなければなりません。そのため

に外見に関する研究をベースに教育の臨床も行ってい

ます。 

がん研究と治療では、新しい問題、新しい治療が出れ

ば、新しい副作用が出てきます。外見の変化に対する患

者の苦痛の強さや情報やケアの提供ニーズの高さに応

えるため、2013 年、東京都中央区築地にある国立がん

研究センター中央病院にアピアランス支援センターが

開設されました。アピアランス支援センターの目的は、

外見の問題に関する研究と臨床、教育活動を通して、患者が「社会に生きる」・「人として生きる」ことを支援

するものです。そのため、患者の外見に関する相談を受けたり美容ケアをするだけでなく、新しい課題にも対

応できるため、皮膚科医・形成外科医・腫瘍内科医が併任となり、心理士・薬剤師・看護師も含めたチームを

形成し、連携しています＝右図。 

 

臨床活動のブースは中央病院の一階にあり、外見に関する義足やウイッグなどあらゆるものを用意してい

ます。臨床では患者さんの悩み事を聞きますので、「ウイッグなぼうし」と名付けたユニークな製品開発も行

っています。 

 

 教育活動としては、全国がん診療連携拠点病院の医療者を対象にした外見を考えることが大切であること
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を理解してもらうセミナーを開催しています。この研修を受けて「オレンジクローバーバッジ」を付けた看護

師や医師が全国で 100 人になっています。これからも増えていきます。このように外見を考えることの必要

性の理解者が病院内に増えています。 

 

がん治療における外見問題の現状――患者さんの苦痛とニーズ 

がんの治療は「手術」「抗がん剤治療」「放射線治療」

の三つがありますが、それぞれスライドのような外

見の変化が発生します。一般的に多い相談は「髪の毛

が抜けた」です。さらに「手が茶色に変色」「抗がん

剤治療で爪がカリフラワーにようになってしまっ

た」など、さまざまです＝右図。 

 外見の変化の相談に加えて、患者さんのもっと大

きな悩みは、それをどう伝えていくか、そのままでど

うやって社会と関わっていくかという相談が一番多

いのが現実です。 

 新しい症状としては、髪が抜けるのではなく白く

なる抗がん剤、髪が堅くなる抗がん剤、皮膚を移植し

たら黒く固くなってしまったなど様々です。つまり新しい治療法は新しい症状を発生させているのです。新し

く認可される薬の８割は、髪は抜けないが皮膚や爪に大きな影響がでます。 

  

外見の変化の実態と患者さんの意識について、700

人くらいの患者さんに対して、疾患ごとに、性別に

「頭から足の先まで、どんな症状を体験したか、ど

れくらい苦痛でしたか」とアンケート調査をし、ラ

ンキング表を作ってみました。 

 

 その結果、興味深いことが分かりました。乳がん

の場合、脱毛と乳房切除が一番辛いのです。続く吐

き気・嘔吐、手足のしびれ、全身の痛みなどは医学的

に分かるのですが、次の６番目にまゆげの脱毛、７

番目にまつげの脱毛が出てきます。これは痛くもか

ゆくもありません。回答した 20 項目の内、12 項目

が外からわかる症状なのです。つまり患者さんは外

見の変化を苦痛に感じるということが分かったので

す＝右図。 

 外見を気にするという事は、私たちが生きている

社会と関係します。例えば、外見のことを誰も気にし

ない社会でしたら、患者さんは外見の変化を苦痛に

感じないでしょう。美容整形術がどれくらい行われ

ているかというアメリカのデータによれば、１年間

に 1000 万件くらい行われていて、15 年前と比べて

5倍、６倍にもなっています。日本ではこのデータを

集め始めたばかりですが、外科医で一番増えている

のが形成外科医、美容形成です。おそらくアメリカと同じような状況になっていると想像できます。 
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 つまり、みんなが外見を非常に気にするということ、そしてアンチエイジングという言葉をよく聞くと思い

ます。「いつまでも若々しく、健康で、美しく」と望んでいます。そういう社会の中で、先述のような外見の

変化が現れると患者さんは苦痛を感じるのです。 

 

 ところが日本では、高齢者や病気になると、「高齢だから」「病気だから」となって、80％の医療者も患者さ

んも「治療に専念する良い患者で」と答えます。これは保険制度にも表れていて、日本で「悪いところを取っ

たら、どんな形でも治った」とされます。ですから基本的には悪いところを取るまでです。ところがフランス

では、「出来る限り元に戻った時が治った」です。従って抗がん剤で脱毛した時もそれが戻るまで、鼻がなけ

れば鼻を作るまで、保険適用がされます。考え方が違っています。患者さんのＱＯＬを補償するということか

ら考えると日本の現状はどうでしょうか。 

 

 がん治療において、外見の問題が注目されるように

なった背景は、右図の通りです。 

患者さんは、従来通りの仕事中に、従来通りの姿を装

うことは重要だと考えています。これは若い女性だっ

たらそうかもしれないと思うかも知れませんが、がん

患者 638 名（男性 4割；平均年齢 60 歳）を対象にした

調査では、性別や年齢に関係なく、「仕事中、従来通り

の姿を装うことは重要である」と考え、病院での外見に

関する情報やケアの提供についても、60％の患者が「自

分が必要と思っていなくても医療に組み込んで自動的

に提供して欲しい」、38％が「自分が必要だと思った時

にアクセスできるようにして欲しい」と考えていました。「病院では、外見の情報やケアの提供はいらない」

と答えたのは、わずか 2%に過ぎませんでした。  

 患者さんの身になってみると、特に仕事の場では、従来通りの姿を装うことは重要だという実感を持つこと

が多いだろうと思われます。 

 

外見の悩みの特殊性 

 外見が変化するということは、なぜ苦痛なのでしょうか？ ある化粧品会社で「無人島に自分しかいなかっ

たら化粧をするか」と聞いたら、90数％は「しない」、数％が「する」だったそうです。これは患者さんも同

じです。外見の悩みは、これまで医療が注目していた頭痛とか腹痛のように、どこにいても、誰といても痛い

悩みと違うのです。つまり外見の苦痛の多くは、社会が消えると消える痛みです。外見の悩みは社会との接点

の問題なのだということを理解して欲しいと思います。ですから、みなさんに相談に来られた方が、何かひっ

かかることがあったら、必ず後ろに理由があると考えてください。 

 

 外見症状による苦痛の特殊性は、「社会」を前提にしているということです。一般に、外見の変化による苦

痛は、頭痛などと異なり、身体的な痛みだけでなく、「魅力的でなくなった、自分らしくなくなった」という

他者からの評価低下の懸念が大きいのです。加えて、がんによる外見の変化は、病気や死の象徴として、常に

患者に病気を意識させる他者と対等な関係でいられなくなるという恐れを生じさせるのです。 

 医療の場で外見をサポートするゴールは、人と「社会」をつなぐことです。悩みがそこにあるわけですから、

単純に美しくすることではなくて、その人らしくいられることを実現して上げることです。 

 アピアランス支援センターの外見ケアは、BEAUTYではなく、SURVIVEするための方法です。患者さん

が社会と生き生きとした関係ができていれば良いのです。 
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エビデンスは？ 

 この領域、エビデンスが少ないのです。アピアラン

ス支援センターは研究が主目的ですが、エビデンスが

足りないのが現状です。沢山の蓄積がある分野は、例

えば外見の変化が患者さんの心のＱＯＬに悪い影響を

与えるという研究蓄積があります。特に最近、ロング

サバイバー＝長生きした患者さん 20000 人の大規模

な研究結果が出ました。その結果、長生きした人は、

同じ環境に育った兄弟に比べて、継続的な脱毛を含め

て外見の変化が大きい患者さんほどうつになる傾向が

大きいのです。 

 

 外見ケアが患者さんに与える影響は、複数の介入研

究で、右図のように、いくつかの結果が出てきていま

す。美容ケア以外は少ないのですが、例えば、北里大

学と一緒に行った研究では、入院中の患者さんで、コ

スメ施術者グループ 45 人と、何もしないグループ 45

人と比較すると、前者の方が、怒り・敵意・混乱の低

下、活気の上昇が早かったという結果が出ています。 

 このように、患者さんの外見の変化に美容は良い効

果が生まれることは分かります。では個別的に何をし

たら良いかということについては、カオス状態です。

ある程度はっきりしてきたと言えるのは、抗がん剤治

療の際、頭を冷やしていると脱毛が少ないという例が

いくつか出ています＝下左スライド。いろいろな情報

があるので、ガイドラインを作成して行こうと考えて

います。 

 

 こうした研究の過程で興味深いことがありました。

拠点病院の美容師と看護師に「外見の問題を聞かれた

らどうしますか」とアンケートをとりました。看護師

は「よく分からないので美容師に聞いてください」、美

容師は「もしものことがあるといけないので先生に聞

いてください」と答えました。つまり看護師も美容師

もよく分からないのが現状です。そこで、さまざまな

分野の方々を集めて、研究班を作っているところです。 

  

 医療者が患者さん向けに配っている冊子には、個々

の事例は正しくても全部合わせると変だというケース

があります。例えば、直射日光を避けるためや日焼け

止めや刺激を避けましょうと具体的な指摘をしていま

す。しかしそうした指摘が患者さんの実生活に合って

いるのかについての予備的な研究も実施しています。 
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 次に、がん発生の原因とそれを絶つ対策、どの薬が効果を発揮するかという研究は進んできましたが、その

薬を使った結果または治療の結果、どうして副作用が出るのかについては、まだ誰も研究していません。副作

用の対策を考えていくにあたっては、副作用の効果などをきちんとしていかなければならないと考えます。そ

こで今年から厚生労働省科研委託費で、大学病院や研究機関と共同して研究に着手しています。３年後には少

しは分かるのではないかと思いますので、期待していてください。 

 

医療の現場で外見を支援する原点に帰ろう！―美容にできること 

 医療の場でお客さまに関わる時には、いくつかご注意をいただきたいことをご説明します。 

 第一は、安易に「世間の常識」を代表してはならないということです。つまり「きれいになってよかったね」

も「外見は問題ではない」のどちらもダメです。なぜかと言うと、私の友人のことですが、アザを隠してもら

おうとデパートに行って隠してもらい、店員も「きれいになったね」と言われました。本人も隠してもらおう

と行ったのですからそれはそれで良いのですが、帰りに気持ちが落ち込んだというのです。なぜでしょうか。

ずっとあるアザはその人の一部です。「隠れて良かったね」「きれいになって良かったね」と言うことは、その

人にとっては、常に隠して生きて行くしかないですよと言われたことになるからです。褒めている方は、そん

なつもりではなくても、場合によってはそうなってしまうからです。デリケートな問題を常に持っているとい

うことを頭に入れておいて欲しいと思います。逆に気になっている人に「外見は問題ではないですと」という

と、「私は相談にきているんです」ということになります。いずれにしても、フラットな立場に立つという事

です。一番問題がない言い方は、「お気に召していただけましたか」という事だと思います。その人が気に入

ればいいのです。求められたことが提供できたかということです。 
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 第二は、病気を持つお客さまの心は変化するとい

うこと。病気の影響は大きいので、安易な慰めはし

ないことです。心が病気や障害を受容するにはプロ

セスがあると言われています。これはきれいなプロ

セスですが、人間の心はそうは簡単にはいきません。

いろいろなところでグルグルしますので、勝手な憶

測で傷つけないことです。 

 

 第三は、思い込みで動かないということです。お

客さまの「こだわり」にどこまで合わせられるかと

いうことは、結構難しいのです。「これがきれいだか

ら」と言ってして上げても決して満足しません。美

容師はきれいにしてあげるトレーニング徹底して行ないます。でもそれをお客さまに押し付けてはいけない

ということです。ですからアーティストとして活躍している方は、医療の場で外見に携わる仕事には向いてい

ないと言えます。 

  

 第四は、親戚のおじさん、おばさん話はやめようということです。身近な事例として話しても、一見役に立

つようですが、役に立たない例が多いようです。憐れみや同情も禁物です。では何をすべきかと言えば、技術

と職業的配慮が重要です。具体的には、適切な場所・姿勢保持・体調と作業時間と、必要な情報と単純な興味・

関心の区別です。プライバシー、他の患者さんの話はノーグッドです。良かれと思っても不必要なことです。

今までと変わらない対応をすることです。そして病気の話がなくてもプロとして信頼されることです。 

 

何のためにオシャレ？ なぜ外出？ 

簡単に言うと健康でいるために、非常に有益な手段だからです。心が健康な人ってどんな人でしょうか。患

者さんたちがよくおっしゃるのは、前向きな人、明るい人と言います。確かにそうですが、いつも何があって

も明るく前向きということは、メンタル的には病気です。だから健康な人は、それなりに落ち込むことができ

て、楽しいことも感じられる人、つまりプラスとマイナスを両方とも同時に持っている人です。だから障害が

出たり、命に係わる病気になって落ち込んだら、ある意味で健康だと思ってくださいと患者さんには言ってい

ます。 

ただし、ずーっと落ち込んでいると本当の病気になってしまうので、落ち込まないようにするにはどうした

ら良いでしょうか。特効薬はありません。仕事でも家事でも、出来る限り今まで通りにしてきたこと、今まで

通りのことをやるしかありません。それが一番健康

でいられることです。そのために外見の支援がある

のです。ですから外に出られるための支援でなけれ

ばなりません。 

 そして、良い自己イメージを持つことです。おし

ゃれも難しいことではなくて、眉毛とチークだけで

良いのです。お坊さんを見てくだい。髪の毛がない

ことと健康とは関係ありません。良い自己イメージ

を持つことは、心身に良い影響を与えます。 

 がん患者は研究されていませんが、懸想などが脳

波を活性化させたり、免疫機能に影響を与えたと言

う研究もあります。 

 がんの場合、サイコオンコロジー研究では、前は
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ファイティングスピリットが、がんの生存率を上げるという研究があったのですが、それは現在は否定されて

います。がんに対する患者のポジティブな対処行動は延命率を上昇させないが、少なくともＱＯＬを向上させ

る。一方、ネガティブな対処行動は、再発率・死亡率に関連する可能性があるという研究が少しずつ出てきて

います。だから必要以上にネガティブに考えるよりも、普通の生活が出来るような外見支援は非常に意味があ

ると思っています。 

 

 医療の現場で外見を支援する原点に戻りますと、

求められるのは、単純に「美しくなる」ことではあ

りません。「社会に生きる、人として生きる」こと

でできること。気軽にできて、ＱＯＬの高い治療生

活を送れる支援です。ですから、美容師のみなさん

は、信頼される美容の専門家になって欲しいし、私

たちと一緒に連携して患者さんを支援して行きた

いと思います。 

 

 最後に、限られた医療資源と環境の中で、必要な

人に必要は支援をするためにどうしたら良いかで

す。そのために、右図のように、「段階的患者支援

プログラム＜がんセンターモデル＞」を作成してきました。 

  

アピアランスの面から患者支援を行う部門の設立は、2005 年に始まった院内自主チームの活動の結実でも

ありますが、何より、2000 年以降の、患者の QOL やがんと外見の問題に対する社会的な機運の高まりの象

徴といえます。2014年度から新たに打ち出された「がん研究 10か年戦略」（文部科学省、厚生労働省、経済

産業省）においても、「充実したサバイバーシップを実現する社会の構築をめざした研究」という領域が創ら

れました。国の政策として、患者の充実した生活と療養生活の質の維持向上や、がんになっても安心して暮ら

せる社会の構築が目指されるようになったのです。 

今後、ますます、美容を通して生きる支援を行う、美容福祉の理念は重要なものとなるでしょう。 
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ミズメザクラ精油の芳香好感度が身体機能および 

健康関連ＱＯＬに与える効果 
 

鈴木 忠慶（すずき・ただよし）山野医療専門学校 

吉成 有紗（よしなり・ありさ）山野医療専門学校 

五十嵐由樹（いがらし・よしき）山野医療専門学校 

杉崎 哲朗（すぎさき・てつろう）山野医療専門学校 

三谷 玲子（みたに・れいこ）山野美容芸術短期大学 

吉田 真希（よしだ・まき）山野美容芸術短期大学 

鈴木ひろ子（すずき・ひろこ）山野美容芸術短期大学 

 

背景： 

通常精油の使用は利用者に好ましい芳香が選択され

るが、芳香の好感度による効果についての研究は十

分ではない

 

。 

そこでいわゆる湿布の芳香であるミズメザクラ精

油 1)2)を用いて、「精油の芳香に好感を持てない」と

回答した女子学生を対象に、精油の効果について縦

断研究を行った。本研究が明らかとなれば、ミズメ

ザクラ精油が柔道整復師の施術所において、汎用的

に使用できる外用薬の代用として用いることができ

るばかりでなく、精油の特性として芳香好感度によ

る効果への影響を見る上で意義がある。 

 

目的： 

ミズメザクラ精油の塗布による芳香好感度が、身体

的・主観的効果へ及ぼす影響について明らかとする。 

 

方法： 

(1)対象者は女性 38 名、年齢 19.0±1.6 歳に、ミズ

メザクラ精油（米ぬかオイルにより 2%希釈）を週

に 1 回以上、1 ヶ月以内に合計で 8 回以上の塗布を

行った。 

(2)精油の塗布部位には手技を加えず、塗布の範

囲は肩甲挙筋部を 3 回軽擦した。①介入効果の比較

については、精油塗布の前後で測定を行った。 

②好感度調査については、後値測定の際「精油の芳

香に好感が持てない」と回答した対象者のみを抽出

し前後比較を行った（図 1）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (3)測定項目は①身体機能として：頸部筋硬度

（肩甲挙筋起始部；tone）、表面温度（肩甲挙筋起

始部；℃）、立位体前屈（cm）を測定した。各項目

の測定値はすべての項目において 2 度測定を行い、

いずれも最大値を使用した。 

②主観的効果には、気分尺度（POMS）3)、ピッツ

バーグ睡眠表（PSQI-J）、健康関連 QOL（SF-36）
4)5)の質問紙を使用した。 

(4)分析方法は、前後比較について対応のある t-

検定(両側)を使用した。なお t-分布の正規性が認

められない場合はノンパラメトリック法を用いた。

いずれも統計パッケージソフト SPSS Statistics 

Version22 を用い、危険率 5%未満で有意差ありとし

た。 

(5)また本研究は山野学苑 山野医療専門学校倫理

審査委員会で承認を得た。 

 

結果： 

(1)身体機能について対象者の平均値前後比較によ

り右頸部筋硬度は 37.1±5.7tone から 35.0±

4.3tone(P<0.05)、左頸部筋硬度も、35.5±4.3tone

から 33.8±4.7tone(P<0.05)と、両頸部の筋硬度は

減少した。表面温度及び立位体前屈には、変化がみ

られなかった（表 1）。 

 

 

 

(2)主観的効果では、①気分尺度（POMS）において

活力（V）が 46.1±8.4 点から 49.1±9.6 点(P<0.05)

へと上昇したが、総合評価及びその他の評価に有意

差はみられなかった（表 2）。 

図 1：ミズメ

ザクラ精油

の介入方法 
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②PSQI-J については、睡眠の質(c1)が 1.2±0.6

点から 1.0±0.6 点(P<0.01)、日中睡眠困難(c7)が

0.8±0.9 点から 0.4±0.6 点(P<0.05)に減少がみら

れた。PSQI-J は、総合点も 9.0±3.3 点から 6.3±

2.4 点（P<0.001）へと減少がみられた（表 3）。 

 

 

 

③健康関連 QOL（SF-36）については、身体機能(PF)

は 93.4±8.1 点から 95.9±6.0 点(P<0.05)、全体的

健康感(GH)も 69.2±13.1 点から 73.7±15.7 点

(P<0.05)に上昇した。しかし、心の健康(MH)につい

ては 72.2±15.4 点から 49.4±8.7 点(P<0.001)へ減

少した（表 4）。 

 

 

 

考察: 

芳香好感度によらずミズメザクラ精油は、身体機能

に対して左右ともに頸部筋硬度の減少が確認された。

しかし、立位体前屈の結果から全身の柔軟性に寄与

するものとはいえない。 

主観的効果でも活力や睡眠の質の向上、睡眠困難

の減少に効果がみられた。 

健康関連 QOL では身体機能と全体的健康感に良好

な変化がみられた。しかし心の健康については減少

する結果となった。心の健康については、塗布する

ミズメサクラ精油について好感のない対象者に対し

て週に 2 度の塗布を行っていたことが影響した推察

される。 

 

結論： 

ミズメザクラ精油は芳香に好感がなくとも、頸部筋

硬度と、気分における活力、睡眠状態について良好

な効果を見た。さらに健康関連 QOL においても身体

機能や全体的健康感が良好な効果が得られた。しか

し心の健康については低下がみられた。 

 

まとめ： 

ミズメサクラ精油において好感がなくとも身体的効

果および主観的効果が見られることから、精油は芳

香の好感度にかかわらず、精油の成分による効果は

見られた。しかし精油を選択する上で、使用者によ

る芳香好感度による選択は、心の健康維持の観点か

ら必要である。このことからすべての精油の使用に

ついても、身体機能への効果および主観的効果に望

ましい精油が、使用者の芳香好感度と乖離する場

合、使用者が好ましいと感じる精油と組み合わせる

ことが望ましいと思われる。今後ミズメサクラ精油

については、芳香好感度の好感あり群と好感なし群

による群間比較による検討が必要である。また測定

法については、アンケートのみではなく、精油の効

果について自律神経系等からの詳細な検討する必要

がある。 
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視覚障害者の化粧支援プログラム 「ブラインドメイク」 の検証 
 

大石 華法（おおいし・かほう）日本福祉大学大学院社会福祉学部 

 

事例報告： 

視覚障害の女性（身体障害者手帳 1 級，2 級保有

者）25 名を対象として、筆者が開発した化粧支援プ

ログラムである「ブラインドメイク」を使用し、自

分自身でフルメイクアップできるようになった全対

象者の検証後，その中より承諾を得ることができた

対象者の 1 事例を報告する。（2014 年 4 月 26 日収

録映像有：12分 30秒） 

事例対象者は、網膜剥離により 41歳の時に突然視

力を失い、視覚障者（身体障害者手帳 1 級）となっ

た現在 50 代の 3 人の娘をもつ既婚女性。20 代より

化粧を始めて周囲の人から「綺麗」「美しい」と称賛

されていた。健常者で日常生活を過ごしていたが、

突然の網膜剥離により一瞬にして周囲が見えなくな

り、自分自身の顔が視覚認知できなくなった。 

24時間毎日を薄暗闇の中で生きることでQOL（生

活の質）・ADL（日常生活動作）が低下していた。化

粧をしたくても自分自身でできなくなってしまい、

対人恐怖、引き籠りのため外出減少していた。 

 

研究の方法： 

視覚に障害があることで、自分自身の顔が鏡を介

しても視覚認知がでず、化粧をしたくても上手くで

きない重度の視覚障害者（身体障害者手帳 1 級、2級

保有者）女性 25 名（20代 5名、30代 5名、40代 5

名、50 代 5 名、60 代 5 名）を対象として、アクシ

ョン・リサーチ方式を取り入れたブラインドメイク・

プログラムを使用し、実際に対象者が鏡を見ないで

フルメイクアップできるかの検証を行った。 

対象者の中から検証証拠を得るために、録画可能

である女性に承諾を得て、検証録画の収録と自分自

身でフルメイクアップができるようになった意識調

査を行う。 

 

内容： 

対象者 25 名に一人ずつ 10 回（1 回レッスン 2 時

間）のブラインドメイク・プログラムのレッスンを

行い、1 回目のレッスンで１パーツの化粧が仕上が

るように，化粧訓練士の声掛けによる音声情報のみ

で化粧訓練を行う。 

対象者は聴覚情報から自分自身の両手指を使って

自らの顔に化粧分量を左右対称に施す訓練を行う。

合計 10 回のレッスンでフルメイクができるようプ

ログラムに沿ってコーチングする。 

化粧用具は市販されているものを使用する。化粧

道具はパウダーファンデーションを使用するための

化粧筆１本のみで，あとは対象者自身の手指を使用

する。 

 

結論： 

これまで視覚に障害があることで、自分自身でフ

ルメイクアップをすることができなかった視覚障害

の女性が、ブラインドメイク・プログラムを使用す

ることにより、対象者 25 名全員が自分自身でフルメ

イクアップが可能となった。この結果により「ブラ

インドメイク」は視覚障害の女性にフルメイクアッ

プができる化粧支援プログラムであるといってよい。 

しかも，化粧時間が平均 15 分でフルメイクアップ

が仕上がるため、合理的で効率が良い化粧技法であ

るとの示唆を得ることができた。対象者からは「前

向きな気持ちになった」「自信をもって外出できるよ

うになった」「顔を上げて歩けるようになった」「障

害受容ができた」との意識調査から、化粧支援プロ

グラムであるブラインドメイクは視覚障害福祉の美

容支援者として貢献することができた。 

今後、視覚障害者を対象とした美容支援を行う美

容福祉の役割は大きく、視覚障害者へ向けた美容情

報・美容サービスを提供する社会資源になることが

期待できる。 
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【資料】ブラインドメイク・プログラム 

 

化粧にかける時間は女性によって異なるが，ブライ

ンドメイクには，2 つの合理的な化粧技法を取り入

れている．1つは「時間短縮」を目指した技法，もう

1つは「ナチュラルメイク」と呼ばれている化粧を自

然に見せるための技法である．本化粧技法の特徴は，

自分自身の両手指をダイレクトに化粧パウダーに付

けて，手指に付着した化粧パウダーを左右双方の手

の指先や指腹で擦り合わせて左右同色になるように

色を馴染ませ，そのまま顔に化粧を施す（着色させ

る）化粧技法である． 

左顔は左手指，右顔は右手指で定められたポジシ

ョンから，同じ動き(move)・同じ速度(speed)・同じ

力(power)で左右対称に化粧を施すのである．この化

粧技法により左右同時に化粧が仕上っていくのであ

る．この技法により左右の顔を同時に両手指で化粧

するため化粧時間が短縮する．さらに本技法の優れ

ていることは，指腹を使用することでパウダーを綺

麗に皮膚に馴染ますことができる．この化粧技法が

色と色との境界部分に綺麗なグラデーションカラー

や暈しを作ることができるため，見た目にも自然な

「ナチュラルメイク」に仕上げることができるので

ある． 

 

1．パーツメイクの化粧技法 

パーツ（目，眉，頬，唇）に化粧の色を施すパーツ

メイクについては，市販されているアイシャドーの

化粧用品には「メイクチップ」という小さなスポン

ジに柄が付いた化粧道具としてついているが，ブラ

インドメイクではこの化粧道具を使用しない．それ

だけでなく頬にチーク（頬紅）を施すときに使用す

るチークブラシ（刷毛）やアイブロー（眉）を描く時

のアイブローペンシル，さらには唇に口紅を施すリ

ップブラシ（口紅刷毛）も使用しない．その理由は

次の 2つにある． 

1つは，アイシャドーカラー，チークカラー，アイ

ブローカラー，リップカラーなど顔の各パーツの決

まった箇所に化粧を施す時に，複数色を混同してグ

ラデーションカラーを作る，あるいは色を自然に暈

かすには，指先や指腹を使用した化粧技法が適して

いるからである．化粧施術の専門家であるメイクア

ップアーティストなども化粧道具を使用した後に，

さらに綺麗に色を馴染ましたり暈したりするために

指を使用する．それは，刷毛やチップよりも指を使

用したほうが，綺麗に色が顔の皮膚に付着して色を

顔の皮膚上で馴染ましたり暈したりできるからであ

る． 

2 つには，化粧道具を使用すると皮膚を道具で擦

ることになるため，化粧道具に皮膚の汗や皮脂が付

着してしまうことから頻繁に洗浄や消毒をしなけれ

ば細菌が繁殖して化粧道具が不衛生になる．  

 

2. ブラインドメイクの特徴と使用する化粧用具 

ブラインドメイク・プログラムの特徴は，視覚

に頼らず「手指の感覚」と「顔の皮膚感覚」を使い，

ブラインドメイクの化粧技法をプログラムに沿って

習得していくことでフルメイクアップができるよう

になっている．そのために次の 2 つを記憶しなけれ

ばならない．1つは化粧用具・道具の形状と配置する

場所を記憶する（同じ形状の内容が異なるものは勘

違いする恐れがあるため使用しない）．2つめは化粧

用具・道具の使用する順番と自分自身の顔に施す順

番を記憶することである． 

ブラインドメイクでフルメイクアップするために

使用する化粧用具・道具は次のものである．リキッ

ドファンデーション容器，パウダーファンデーショ

ン容器，匙，化粧筆（刷毛），テープ（マスキングテ

ープ），ビューラー，マスカラ，口紅，アイシャドー，

アイライン，アイブロー，チーク，トレー，パウダー

ファンデーション用の化粧筆 1 本，おしぼり（ウエ

ットタオル）．これらはすべて市販されている．  

おしぼり（ウエットタオル）の役目は，両手指を

化粧道具代わりに使用するため，手指に付着した化

粧のパウダー色をそのままの状態で次の化粧行為に

移ると，化粧道具などに付着させてしまう．またア

イシャドーなどでは，他の色と混じり合って異なる

色が発色してしまう．これらを回避するために，両

手指に色が付着する化粧行為を行った直後に毎回お

しぼり（ウエットタオル）で拭いとる作業を必要と

する． 

 

(1) リキッドファンデーション 

 

リキッドファンデーションは，油分を含んだと                  

ろみのある液状のものが多い．一般で市販されてい

るものは歯磨き剤のようにチューブ式になっており

本体部分に外的圧力をかけるとリキッドファンデー

ションが抽出口から出る．視覚で適量を見て計るこ
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とができないチューブ式では，本体に圧力のかける

力の違いによりリキッドファンデーションが抽出す

る分量調整が難しい．そのため，本映像では蓋付き

容器にリキッドファンデーションを予め抽出してお

くという用具に工夫がされている．蓋付き容器であ

ると，両手を使い蓋の開閉ができる．上蓋を開けて

容器の中に 1 本指を入れて，分量を指で確認しなが

らリキッドファンデーションを適量に取り出す． 

次に，そのリキッドファンデーションの適量分を

両掌全体に塗りつける．両掌全体に伸ばしたリキッ

ドファンデーションを顔の表面に押し当てながら，

皮膚に浸透させるように万遍なく貼り付けるように

塗っていく．リキッドファンデーションは油分が含

まれているため，手の体温により固まっている油分

が溶けて柔和になることで両掌に馴染みやすい．馴

染んだリキッドファンデーションをゆっくりと塗っ

ていくことで自然に馴染んで斑（ムラ）にならず，

シミ，そばかす，小皺，毛穴，産毛を覆い隠して肌の

色を均等に整える役目を持つ．このリキッドファン

デーションは，次の化粧につながるパウダーファン

デーションを綺麗に引き立てるためのベースとなる

重要な化粧である．  

 

(2) パウダーファンデーション 

 

パウダーファンデーションは粉状になっているフ

ァンデーションである．先に施術したリキッドファ

ンデーションとは異なり，リキッドファンデーショ

ンを塗った後のテカリを無くす，化粧崩れを防ぐ，

そして見た目に美しく肌理が整った自然で健康的な

肌になる．  

パウダーファンデーションは粉状であるため，綺

麗に化粧を施すには化粧筆を使用する．適量を化粧

筆に含ませて顔に塗るために匙を使用する．パウダ

ーファンデーションとリキッドファンデーションの

容器の大きさは異なっている．小さい方がリキッド

ファンデーション，大きい方がパウダーファンデー

ションと化粧用具の大きさを記憶すると，双方を間

違えて使用することがない．上蓋を開くと匙を使用

してパウダーファンデーションの一匙分が顔半分へ

施す分量に適量であるため，匙をパウダーファンデ

ーションの中に挿入し，持ち上げてそのまま上蓋の

内側を受け皿代わりに使用してパウダーファンデー

ションを上蓋の内側へ落とし入れる． 

次に化粧筆を用いて筆にパウダーを馴染ませる．

10 回ほど筆先を上蓋の内側に回転させると化粧筆

にパウダーファンデーションが万遍なく適量付着す

る．右手で化粧筆を持ち，右顔の半分を先に塗って

いく．塗っていく順番は顔の額の真ん中から右横顔

まで刷け，その動きを上方から順に下方にずらし乍

らパウダーファンデーションを万遍なくリキッドフ

ァンデーションを塗った上にカバーリングしていく． 

右側の顔に塗り終わると，左側の顔にも同様の行

為を行う．左側の顔にパウダーファンデーションを

塗るときには左手で化粧筆を持ち，右手と同じよう

に対照的に動かして，左右対称になるように塗る．

左右対称にパウダーファンデーションが塗られた継

ぎ目を覆うように化粧筆を額の真ん中を上方から鼻

先を通って顎に向かって下方に振り下ろし，見た目

も美しくなるように塗る．特に両小鼻は凸凹になっ

ているため，パウダーファンデーションが塗りきれ

ていない場合がある．そのため両小鼻に化粧筆の先

を使ってパウダーファンデーションを塗る． 

ここまででベースが仕上がっているかのように見

えるが，目を閉じて上瞼を化粧筆で刷けたときに上

瞼の睫毛で下瞼までパウダーファンデーションが塗

られていないため，目を大きく見開いて上を向き，

化粧筆の先を下瞼の際に沿って刷けることでこの問

題が解決される．仕上げにパウダーファンデーショ

ンが隈なく行き渡るように放射線状に刷毛を頭髪の

際まで刷けて，パウダーファンデーションが顔の中

心部分だけではなく顔全体に行き届くように髪の毛

の生え際まで隈なく施す．以上の工程までで化粧の

ベース（下地）が仕上がる． 

 

(3) マスキングテープ＆ビューラー 

 

ベースが仕上がると，晴眼者の一般的な化粧                 

工程では次にアイシャドーを施すが，ブラインドメ

イクでは先に睫毛を長くするマスカラの化粧を施す．

理由はアイシャドーを先に施してしまうと，ブライ

ンドメイクではマスキングテープを使用するため，

アイシャドーを先に施してしまうとテープにアイシ

ャドーの色が付着してテープを剥がすと共に色も剥

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%96%91
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%81%9D%E3%81%B0%E3%81%8B%E3%81%99
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%AF%9B%E7%A9%B4
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がれてしまうからである．ブラインドメイクのマス

カラをする工程は，先にマスキングテープを上瞼と

下瞼に貼ることを優先させる． 

このマスキングテープを貼る意味は 2 つある．1

つは睫毛をカールして目を魅力的に魅せるビューラ

ーをするときに上瞼を挟まないようにすること．2

つめはマスカラを睫毛に塗った後，上下の瞼に付着

することを防ぐ役割を果たしている．マスキングテ

ープは 4枚あらかじめ 4 cm から 5cmサイズを準備

しておき，2枚を上瞼へ睫毛の生え際で貼り付ける．

もう 2 枚を下瞼の睫毛の生え際に貼り付ける．上下

瞼は一直線ではなく婉曲であるため，それぞれ 2 枚

使用し，睫毛の生え際に沿うように目頭からと目尻

から 1 枚ずつ貼る．4 枚のマスキングテープをしっ

かりと貼り付けられたことを確認すると，ビューラ

ーを行う．右目の睫毛をビューラーするときには右

手で行い，左目の睫毛をビューラーするときには左

手で行う．睫毛の生え際からビューラーで挟み，睫

毛の先端に向けてビューラーを小刻みに動かして睫

毛をカールする．左右対称なカールを作るように左

右の睫毛を挟む力を同じにして同じ個所にビューラ

ーを行う． 

 

(4) マスカラ 

 

マスカラは，ビューラーでカールした睫毛                  

を濃く，長く装飾する化粧用具で，これを睫毛に付

着させることに目をより魅力的に見せる効果がある．

近年「デカ目」が流行しており，デカ目（目の輪郭を

大きく見せること）に見せるためには，黒目の部分

を大きく見せるための「コンタクトレンズ」や「付

け睫毛」さらには「エクステ（エクステーションの

略）」を現状の睫毛の 1本 1 本に偽睫毛を付け足すこ

とにより睫毛を長くして，魅力的な目に仕上げる施

術法が流行している． 

対象者は眼球に負担のないマスカラを選び，左右

両睫毛にマスカラを塗るのだが，マスカラは液状で

粘着力があるため，睫毛に塗った直後に瞬きをする

とマスカラがまだ乾燥していない場合には瞼に付着

するおそれがある．これを回避するためにビューラ

ーの時に使用したマスキングテープをしたまま塗る．

もしマスカラが皮膚に付着するならば付着する予定

の場所にマスキングテープが貼ってあるため，皮膚

には直接付着しない役目を担っている． 

マスカラを睫毛に塗る方法は一般的にマスカラを

塗る化粧方法と同じである．ただマスカラのブラシ

部分を分かりやすくするため，手で持つスティック

の箇所に黒のラインテープを 1 本貼っている．これ

はテープ部分を指で触れると感覚で分かるため，テ

ープの位置の延長にはマスカラのブラシがあるとの

マーキングの役割を果たしている．睫毛にマスカラ

を塗るときにはマスカラ液を絡めながら塗るために，

マスカラの柄の部分を持つ手を左右小刻みに揺らし

ながら塗る． 

ビューラーと同じように，右の睫毛にマスカラを

塗るときには右手を使い，左の睫毛にマスカラを塗

るときには左手を使って左右対称になるように塗る

ことに配慮する．マスカラを塗った直後は粘着性が

ある液体なので，乾燥するまで 1 分ほどそのままの

状態でおいておく． 

 

(5) 口紅 

 

マスカラを塗った後に乾燥するまで 1 分ほど                 

かかるため，その時間を活用して口紅を唇に塗る化

粧を行う．口紅を唇に塗る方法は幾つかある．口紅

を直接唇に塗る方法．口紅の専用刷毛を使用して口

紅から刷毛により擦り取り，それを唇に塗る方法．

そして指先を利用して口紅を擦り取り，それを唇に

塗る方法．ここでは最後の指先を利用して口紅を取

り，それを唇に塗る方法を取るが，両手指先に口紅

を取り，双方の指先を擦り合わせて上唇の真ん中に

両手指先を置き，その位置から左右対称に同時に口

角に向かって両手指を進めて口紅を塗る．口角まで

進めると，次に進んできた逆方向に両手指先を戻す．

これで上唇が右左対象に塗れる． 

下唇も同様に再度両手指先に口紅を取り双方の指

先を擦り合わせる．次に下唇の場合は，両口角の位

置から中心に向かって左右対称に同時に両手指を進

めて両手指が接触したところで中心部分の塗り残し

がないように左右に軽くスウィングさせる．後は軽

く上唇と下唇を 2 回擦り合わせて斑（ムラ）がない

ようにする．以上で口紅が左右対称に塗れる． 
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口紅のパーツメイクが終わると，その頃には(4)で

行ったマスカラ液が乾燥している頃合いであるため，

指の背でマスカラが乾燥していることを確認する．

乾燥していれば目の上下瞼に接着しているマスキン

グテープを剥がす．剥がす時にマスキングテープが

皮膚に密着しているため，皮膚を引っ張らないよう

にして剥がす．方法としては片方の手マスキングテ

ープを丁寧に剥がしながら，剥がした直後の皮膚を

指で軽く抑えていく．全部のマスキングテープを剥

がすことができれば，マスキングテープが貼ってい

た箇所のパウダーファンデーションが剥がれてしま

う恐れがあるため，剥がれた部分であろう箇所に再

度化粧筆でパウダーファンデーションを 1 刷毛刷け

て，目の周辺の色を調整する． 

※口紅を塗る方法は，映像では手指を使った化粧

技法を使用しているが，紅筆を使用する化粧技法も

ある． 

 

(6) アイシャドー 

 

アイシャドーは目の周囲，特に瞼に陰影を                  

付ける化粧法のこと．あるいはその化粧品．顔を立

体的に見せる効果がある．アイシャドーは 4 色使用

している．市販の化粧用具だが最近ではパールやラ

メが入っており，瞼を華やかに見せる働きをしてい

るものが多い．最初に眉毛の眉山の真下から白色の

ハイライトを塗る．これはアイシャドーのメイクア

ップ技法のオーソドックスなカラー配置であるが，

瞼が目と同じ左右対称の形であることを前提として

両手指を使い，4 色の色を順番に使用して塗ってい

く方法である． 

ハイライトでは，左右の指先に白色のハイライト

を付着させて左右同じパウダーの量が付着するまで

両人差指先を擦り合わせる．両人差指を両眉山の真

下から眉尻に向かって左右対称に同じ力で同じ動き

でそして同じ速度で指を眉毛の下部分に沿って運ぶ．

そうすると，左右対称に同じ色の濃さでハイライト

が塗られる．一度アイホールに色を塗ると，両手指

先にも色が付着しているため，一色使用する毎にハ

ンドタオルで色を拭う作業を行う．ハイライトと同

じ技法でアイホールと言われる瞼の広い部分に事前

に予定をしていた薄ピンクのアイシャドーを同じく

両人差指でアイシャドーカラーを取るが，アイホー

ルに広く色を塗るために人差し指の腹でアイシャド

ーを広く塗り合わせる．左右同適量に馴染ませると，

目頭に人差指腹を左右対称になるようにポジショニ

ングを行い，そこからワイパーのように目頭から目

尻に向かって広くアイホールに色を乗せて目尻に向

かって少しずつ薄くなるように力を抜いていき，最

後に刷ける．  

次は上瞼の真上（二重瞼の箇所）に細見のアイシ

ャドーを 2 色塗る．一色目は小指を使ってアイホー

ルを塗るときと同じ技法で両小指にパウダーを塗り

こみ，眉尻から眉頭へ向かって両小指を走らせる．

二色目は眉頭から眉尻に向かってピンク色のアイシ

ャドーを使用して真ん中の両指先を使用して青色の

アイシャドーと重ね塗りをする．このことにより青

色からピンク色が重なる部分が紫色にグラデーショ

ンに見えて目元が華やかになる．この化粧動作を右

瞼と左瞼を左右別々に行うと右瞼と左瞼の色彩の濃

淡や場所が左右対称にならないため見た目も不自然

であるためアイシャドーそのものを諦めてやらなく

なる女性が多い．そのなかで，ブラインドメイクで

は理論上において左右対称となり，何種類かのアイ

シャドー色を単独色で施しても，2 種類もしくは 3

種類以上の色を重ねて施しても左右対称に見えるた

め安心してアイシャドーの化粧を施すことができる． 

 

(7) アイライン  

 

アイシャドーと同じ化粧技法を使用して                   

アイラインを小指の爪を使ってパウダーを付けて目

の周囲（睫毛の際）に施す．アイラインは，目の淵に

黒のラインを入れることにより，より大きくはっき

りした目になるように見せる化粧である．リキッド

タイプやペンシルタイプ，ジェルタイプがあるが，

小指の爪でアイラインを引くことになるため，アイ

シャドーと同じパウダータイプを使用する．アイラ

インは上瞼と下瞼の睫毛の根本に細く線を塗り込む

ため，小指の爪先をペンシルのように使い，両目の

目尻から目頭に向かって両小指を運ぶ．上瞼のアイ

ラインを塗るときは，目を見開いて下を向くと上瞼

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%9B%AE
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%8C%96%E7%B2%A7
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%8C%96%E7%B2%A7%E5%93%81
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側が塗りやすくなる．逆に下瞼にアイラインを塗る

ときには上を向くと下瞼側が塗りやすくなる． 

 

(8) アイブロー 

 

眉毛に化粧をすることであるが，年齢と共                  

に眉毛は女性の眉毛は抜け落ちたり薄くなったりす

るため，それを補うために化粧で眉毛を描く．ペン

シルタイプやマスカラタイプなどがあるが，小指の

指先でアイブローを描くことが可能なため，アイシ

ャドーやアイラインと同じ化粧技法を用いてアイブ

ローパウダーを使用し，両小指先につけて両指先を

擦り合わせてアイブローパウダーの量を左右均等に

付着させ，それを左右の眉頭から同時に小指先を小

刻みに動かし，パウダーを眉毛の形に沿って色を付

着していく．眉毛は小指先で毛がどのように生えて

いるかを認識できるため，自身の眉毛の形に沿って

左右対称に色を付着させていく．眉山まで動かすと

眉尻に向かって力を抜いていき，先細りになるよう

に小指腹から小指爪に力を入れ替えて慎重にゆっく

りと刷ける． 

 

(9) チーク（頬紅） 

 

英語で cheek と言えば頬を示すが，日本                    

語では頬紅と言われている．しかしチークは和製英

語として現在では一般使用されている．チークを使

用する目的は，頬に赤みを付ける，または増すこと

によって顔色をよく見せ，健康的に見せるために使

用する．赤色系統の色彩を両頬に塗るが，これらの

チークもアイシャドーなどと同様，ブラインドメイ

クの化粧技法を使用する． 

両手の人差し指，中指，薬指の 3 本でチークパウ

ダーを取り，両手指先の 3 本で指腹にチークパウダ

ーを馴染ませる．それを両頬骨の辺りからこめかみ

に向かって刷ける．そのままだと 3 本線の跡形が残

る場合があるため，両掌でチークを塗った箇所を 3

回なぞって自然と肌に馴染ませる． 

 

(10) ハイライト 

最後に，顔のパーツの凹凸感を出すために，アク

セントメイクとしてハイライトを必要箇所に施す．

顔を明るく見せるために白色のパウダーをハイライ

トとして塗るのだが，白色が光りで反射して明るく

見える箇所に薄く軽く施す．これも上記のブライン

ドメイク技法により，眉頭のすぐ下の上瞼の窪みに

馴染ます程度にハイライトを入れるのだが，この窪

みは深いため両親指の腹を使ってハイライトを 1 刷

け，窪みを押し込むように入れる． 

あとは鼻筋を中心として鼻の付け根の両脇から，

両人差指を使って左右対称に外側に向かって皮膚

に軽く当てる感覚で外側に向かって刷ける．これ

を 3 回上から下に向かって施す．顔の中心が明る

く見える化粧技法を取り入れている． 
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美容の役割とライフデザイン エンゼルメイクの調査 

文元麻理香（ふみもと・まりか） 

田嶋 順子（たじま・じゅんこ） 

富田 知子（とみた・ともこ） 

及川麻衣子（おいかわ・まいこ 

大西 典子（おおにし・のりこ） 

山野美容芸術短期大学美容福祉ライフデザイン研究チーム 

 

 

目的： 

 人生の中で、美容と福祉のかかわりは深い。  特

に人生の節目には必ず、「美容」が重要な役割をして

いると考える。特に「装う」ことは、本人はもちろ

んではあるが、周囲の人への影響も大きくあると考

え美容と福祉の教員が共に「エンゼルメイク」につ

いて考えた。一般的にエンゼルメイク（死化粧）は、

今まで、多くの死を迎える病院や自宅なで、看護師

や納棺師などの手によって行われてきた。目的は生

前の本人の希望やご家族の悲しみの支援であると考

える。 

 

美容室で長く関わってきたお客様から「最後のメ

イク」の依頼を受けた方からの報告がある。美容福

祉師の役割の変化である。長年の信頼から本来はメ

イクを考えていなかった家族へ、メイクをすること

で、取り戻せた表情に家族の安堵と感謝、そして悲

しみの表出ができた、亡くなった方の思いを大切に

して生きる力につなげることは、「グリーフケア」と

呼ばれ、とても大きな支援の役割と言える。 

   

そこで、先行事例や調査、研修等への参加、現実

の実態調査を行うことで、多くの人への「美容」の

役割が明確になり、美容と福祉の場の創造につなが

ると考えた。現段階での研究状況、特に美容師への

アンケート調査が進めたので報告する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

方法と結果： 

１ 感染予防対策上の死後の処置、研修受講 

２ 美容師、美容福祉師へアンケート調査 

３ メイクの研究 

 

 
↑ 講習風景 

 

 

 

↑ 講習に使用した教科書 
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考察： 

 「死者を人として尊厳をもって関わる時には、手

を合わせ、プライバシーを守り、人格を尊重した態

度で接し、遺族の心情に寄り添い、手厚いケアをこ

ころがける」と研修で学んだ。大変に重い状況に置

いての「メイク」には、実施する人の気持ち、心構

え、目的を明確にして関わる必要がある。看護師の

教育に「死後の処置」という項目が追加された。ま

た、終末期を介護福祉施設で迎える、「看取り」の役

割が出てきている。もちろん在宅で介護、看取りを

受ける人が増えてきている。今後は看護師や介護職

員へのメイク研修の必要性、美容師への研修の必要

性がある。 

そこで、今回は美容師へのアンケート調査を実施

したので報告する。 

 

美容師のエンゼルメイクに対する関心について 

アンケート実施期間： 

A、2014 年 6 月  

B、2014 年 8 月 

実施場所： 

A、世田谷会館  

B、山野美容専門学校 

実施対象： 

A、美容組合玉川支部理美容師 17 名 

B、NPO 全国介護理美容福祉協会理美容師 

40 名 

内容： 

１）エンゼルメイクの知識、経験の有無 

 ２）エンゼルメイクに対して 

 ３）エンゼルメイクの講習を受講したいか 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

倫理的配慮： 

 アンケート調査表に倫理的な配を説明した。 

このアンケート結果は、個人を特定できない形で使

用させて頂き、当研究以外には使用しません。と記

載。 

 

 

今後の展開： 

 山野美容芸術短期大学オリジナルのマニュアル作

りの研究。 

文部科学省 メイクアップアドバンス プロジェク

ト実証講座にてエアーブラシを使ったエンゼルメイ

クを学び活用する。 

 
 

また今現在、死化粧で仕事を継続されている美容

師や納棺師の方へインタビューをし、継続する心得

や心情等の情報を収集し分析していく。 

それらをまとめ研究をし、マニュアルの中に入れて

いきたい。 
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健康の将来予測―ライフデザインの基礎資料  

                         生山  匡（いくやま・ただし） 

山野美容芸術短期大学名誉教授 

 

目的： 

 生活設計の基礎資料に利用される指標として「平

均寿命」や「平均余命」がある。またある年に生ま

れた人がある年齢になる確率（定常人口）も基礎資

料として活用される。しかし、それらはいずれも現

在の状況が続いた場合の指標であり、将来の変化を

考慮した指標ではないので、将来変化が大きければ

人生設計に不測の事態が生ずる危険がある。 

 日本の百歳以上（百寿者）の人口は 1963 年に 153

名と公表されて以来、指数関数的に増加し続けて

2014 年には 58、820 名（1963年の 384倍）になり、

その増加傾向は今後も確実に継続する方向にある。

従って、生活設計の基礎資料としては、現状を前提

とするのは不十分で、将来予測を組み込んで設計す

るのが望ましいと考えられる。 

 百寿者人口の将来予測はすでに国立社会保障・人

口問題研究所で公表されており、最新（平成 24年 1

月）の予測によれば、たとえば 2050 年の百寿者人

口は、中位予測で 697,000 人になり、2014年 58,820

名の 11.8倍に増加する。しかし、それはあくまでも

百寿者総数の予測であり、百歳になる確率を示すも

のではないので、個人が将来を予測する資料として

は物足りない。 

 本研究は、以上の現状を踏まえ、これからの生活

設計の基本的な資料を得る目的で、百歳になる確率

を、過去・現在・未来について調べることを目的と

する。 

 

方法： 

百歳になる確率を百分率で求めるには、ある年に

百歳になった人数とその百年前の出生数がわかれば

よい。 

１．各年の出生数 

  厚生労働省の公表資料。 

1872 年～、但し第 2 次世界大戦中 3 年分の資

料は欠如。 

   従って、百歳になる確率を計算できるもっと

も古いのは 1972 年に百歳を迎えた人の確率で

あり、戦時中生まれの 3 年間は計算できない。 

 

２．各年に百歳になる人数 

(1) 毎年百歳を迎える人数は、公表されているも

のは 2008年以降 2014年の 8年分 

(2) (1)以外は以下の手順で算出 

 ① (1)の資料と百寿者数の変化数で百寿者全体

の年間死亡率を算出し、2008年以降の百寿者

死亡率の推移を検討。 

その結果、2008 年～2014 年における百寿者

の死亡率は 48.9～45.8％で、この間死亡率は

減少傾向にあった。 

  ② ①の結果を参考に、1963 年の百寿者死亡率

を 55％、2060年の百寿者死亡率を 40％と仮

定して、その間の百寿者死亡率とした。 

  ③ ②の結果と公表されている 1963 年から

2014 年までの各年の百寿者数の差引と百寿

者死亡率を用いて、各年の百歳になる人数を

算出した。 

  

＜利用した資料＞ 

① 百寿者数の推移：厚生労働省 Press 

 Release「今年度中に百歳になられる高齢者」（平

成 25年 9月 1 日現在） 

②百寿者の死亡率：厚生労働省発表の百歳人口の増

加数（2008～2014年）と①から算出 

③出生数：厚生労働省（1872 年～、但し第 2 次世

界大戦中 3 年分の資料は欠如） 

④百歳人口の将来予測：日本の将来推計人口（平成

24年 1月）国立社会保障・人口問題研究所 

 

さらに以下の寝たきり率に関する資料を参考にし

て、元気な高齢者になるための条件について考察し

た。 

① 権藤隆之：百寿者研究の現状と展望 2007 

② 老人研情報 No.195 平成 15 年 3 月:東京都老

人総合研究所発行 
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結果と考察： 

百歳になる確率は、図１の通り、増加の一途を辿

っている。 

①計算可能なもっとも古い 1972 年に百歳を迎えた

人は、百年前に出生した人（1872 年明治 5 年生

まれ 569,034 名）の内の 222 名、0.04％であっ

た。 

②もっとも最近（2014 年百歳）の公表値で百歳にな

る確率を計算すると、1914 年出生 1,808,042 名中

29,357 名＝1.6％であり、1972 年の 40 倍であっ

た。 

③2014年以降の予測を国立社会保障・人口問題研究

所の百寿者数の 2060 年までの予測年次推移を用

いて計算すると、もっとも百歳になる確率が高い

のは 2060 年であり、2060 年に百歳になる予測数

の最大値の場合、1960 年出生 1,606,041 人中

531,214 名＝31.3％が百歳を迎えることになる。

これは 2014年 1.6％の 19.6倍である。 

もっとも少ない予測でも、百歳を迎える人は

298,254名＝18.6％で、2014年の 11.6倍になる。  

 

以上の結果は、これからの人生生活設計において、

より長い年数を考慮した設計が必要なことを意味

している。 

 

しかし、以下の点を更に考慮した設計をしなけれ

ばならないと思われる。 

④百寿者の寝たきり率に関するこれまでの推移を参

考にすれば、寝たきり率が増加し、2050年に女性

は 70％、男性は 37％になる危険性がある。 

⑤一方、かなり活発に動いている百寿者数も増加し

ており、元気な高齢者になれる方法があると思わ

れる。 

⑥以上のような結果は、元気な長命に向けた取り組

みの必要性、ひいては美容福祉に対する基礎的な

充実の必要性を考察させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

              

 

 

 

図１  百歳を迎える確率の推移、予測 （縦軸は％） 
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高齢者の QOL向上をめざす美容技術の提供 

          〜介護施設での洗髪の現状報告〜 

 

富田 知子（とみた・ともこ） 山野美容芸術短期大学 

及川麻衣子（おいかわ・まいこ）山野美容芸術短期大学 

田嶋 順子（たじま・じゅんこ）山野美容芸術短期大学 

難波 礼治（なんば・れいじ） 第一工業大学 工学部 

 

はじめに： 

 山野学苑は美容に留まらず、高齢化社会を支援す

るための福祉分野にも多くの力を注いできた。美容

と福祉に関する及川の報告は、ジェントロジーにお

ける美容の役割と可能性について論じ、美容は心

理・生活・終末期と多くの分野で有効であると述べ

ている(1)。 

さらに田嶋らの報告「美容サロンが取り組む認知

予防-八王子から全国へ」では、美容室を憩いの空間

として活用することで高齢者に有益な効果をもたら

している(2)。 

また難波による「唾液アミラーゼモニタを使用し

た美容室のリラックス効果の研究」(3)は、美容室で

の施術を通し人々が心的にリラックスできることを

科学的に明らかにした。 

これまで述べたように美容技術が他者にもたらす

効果は様々で大きな可能性を秘めている。本報では、

高齢者の支援対策として美容技術における洗髪の可

能性を提案したい(4)。 

日常生活の中にある洗髪と介護施設で行われる洗

髪とを比較する。それによって高齢者の QOL・ADL

の向上に関する提案を行いたい。 

 

調査方法： 

美容師以外の他者（特に高齢者や障害者）に対す

る洗髪を施すことのある介護の現場で調査を試みた。

美容室以外での洗髪の位置づけを知るために 2014

年 8 月にアンケート調査を行った。 

対象は施設 A の従事者 41 人である。アンケート

は、あらかじめ施設責任者の方に趣旨の説明を行い、

アンケート内容に倫理的問題がないかなどを確認の

上で自記式での回答を求めた。 

調査結果と考察： 

調査アンケート結果の一例を述べる。従事者に対

して「洗髪の頻度」に関する質問は、従事者の 90%

以上が利用者の洗髪に携わっていた（図 1）。 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 従事者から利用者への洗髪の有無 

 

頻度（回数）については、3 日に 1 回が最も多く

40%を超える結果となった（図 2）。 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 洗髪の頻度に関して 

 

我々の日常にある毎日の洗髪を施せない現状にあ

ることが分かった。一方で、その「毎日の洗髪を行

うことの問題点」に関する質問結果からは、時間の

制限との回答が 80%となった。その他の要因として

は、互いの体力に起因することも考えられる。また

それに付随して、従事者に「最高の洗髪とは」とい

う自由記述を求めた．その結果の一例を以下に記述

する。 

・ 利用者様のストレスにならないような手際の

よいシャンプー。   
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・ 美容師さんと同じくらいの技術で洗髪を行え

ること。  

・ 体の負担にならずに頭皮・頭髪がきれいにな

る。さらにリラックスできるような洗髪、良

い香りがあるとさらに良い．洗髪技術も必要.

カット後の続きで洗髪をすぐに行えるような

設備が欲しい、など。 

 上記の意見を得ることができた。従事者は、あく

までも利用者が望む洗髪を行ってあげたいという強

い気持ちを持っていることが分かった。介護施設に

おける洗髪の現状は、従事者の思いと行為が必ずし

も一致していないことが分かった。 

 

次に「洗髪は利用者の QOL 向上に影響するか」

と求めた質問結果は， 影響するとの回答が 62%と

なった（図 3）。 

 

 

 

 

 

 

 

図 3 洗髪と QOL の可能性 

 

それに対し「洗髪は利用者の ADL 向上に影響す

るか」という質問では，影響するとの回答が 35%で

留まった（図 4）。 

 

 

 

 

 

 

 

図 4 洗髪と ADL の可能性 

 

我々のこれまでの知見は、美容技術は QOL・ADL

の維持・向上にも十分に活用できると確信している。

介護施設における洗髪の現状や課題がある程度明ら

かとなったことにより、今後は、従事者と利用者が

相互に活かせる洗髪技術を提案したい。例えば、

QOL、ADL 向上を目指すのであれば、洗髪中に可

動する腕や肩に注目して、洗髪の中で自然と行うこ

とのできるトレーニングメニューなどを考えて行き

たい。美容技術の有効性を今後も明らかにし、介護

福祉の現場で有効なリンクを計ることが重要である

と考える。 

まとめ 

美容師以外の他者が行う洗髪の問題点や改善点が

ある程度明確になった。高齢者の ADL、QOL 向上

に繋がる具体的な提案を今後探求して行きたい。 

 

 

【参考文献】 

(1) 及川麻衣子，ジェロントロジーにおける美容の

役割と可能性−認知症予防を考える美容プログラム

研究から−,日本美容福祉学会第 9 回学会集 P61，

2009 年 10 月 

(2) 杉本剛英,田嶋順子ほか,美容サロンが取り組む

認知予防八王子から全国へ,第 4 回日本認知症予防

学術集会学会講演集，P107，2014 年 9 月 

(3) 難波礼治，富田知子，ほか，唾液アミラーゼモ

ニタを使用した美容室のリラックス効果の研究，山

野美容芸術短期大学研究報告会 2010 年 3 月 

(4) 富田知子，及川麻衣子，田嶋順子，難波礼治，

高齢者を支援する美容技術の可能性について(第一

報) ～介護施設での洗髪の現状～ ，第 4 回日本認知

症予防学術集会学会講演集，P170，2014 年 9 月，

浦上賞受賞 
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山野愛子 

 

 

2001年、ＩＮ通信社刊 

 

 

 
はじめに 

山野愛子（写真）が美道を提唱して二十数年を数える。昨年日本美容福祉

学会誌に「般若心経と山野愛子」と題した美道と般若心経の関係を述べた小

論文を投稿させていただいた。その延長として本稿では美道に基づく美容福

祉とはどうあるべきかを「幸福（しあわせ）づくり」をキーワードに解説し

たい。 

 

美容福祉 

美容福祉の福祉とは英語では welfare と訳されることが多いが、逆にこの

単語には辞書を引くと幸福という日本語訳が最初に出てくる。これを解釈す

ると美容福祉とは美容によって幸福づくりをすることと解釈することができ

るのである。一般的な社会における解釈は別にして高齢者介護における美容

だけが美容福祉ではないのである。美容福祉を生業とする美容師が自らを美

しくすることも実は美容福祉に繋がると考えられるのである。それは幸福も

美も自分自身の幸福づくりができる人、自分自身を美しくすることのできる

人にしかつくることができないからである。つまり、美容福祉とは人の美を

つくり出しその人の幸福づくりをするということになり、美容福祉師とは自

らの幸福も美も、他人の幸福も美もつくることができる人と言うことになる。

また、美しくなった客の笑顔が美容福祉師の幸福づくりをする。美容に基づ

くこのような幸福づくりの循環が存在する。勿論、人間である以上どんな腕

の良い美容師にも美も幸福も完璧につくることなどできないのは当然である。

ではどうすれば？と言う疑問に答えたのが山野愛子の創始した美道である。

その中には人を美しくすること、幸福にすることの神髄が存在する。では美

道をどのように見ればより美しく美容を施せるのか？美容福祉の神髄が理解

できるのか少し解説してみたい。 

 

美道と幸福 

美道では、人の美とは５つの要素、髪、顔、装、体、心が相互に作用し合

いその５つの要素に調和が生まれた時につくられるものであると説かれてい

る（美道五原則）。つまりこの５つの要素の調和した姿が人の美なのである。

髪が美しく結えればそれで良いのか？いや、いくら髪型が美しくとも顔が曇

っていては、髪自身に艶が無ければ美をつくることができない。何故顔が曇

るのか？装いに問題がある？何故髪に艶が無いのか体調不良による心配事が

艶を亡くしたのか？それは心と体の問題・・・ 色々な憶測が生じる。しか

し５要素の間に調和が無いのは事実である。そのような人の調和が果たして

美道と幸福 －美容福祉の神髄－ 

中松 和已（なかまつ・かずみ）兵庫県立大学・環境人間学部・教授 
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人間である美容師につくれるのだろうか？つくれなければ美容福祉師どころ

か自分を美しくすることすらできないのであろうか？先代山野愛子はその答

えを著書「美容芸術論」（参考文献[１]）の中で述べている。山野愛子は美を

つくる最重要ポイントとして色を挙げている。この色について歴史的、芸術

的観点より多くのページ割き詳述しているのである。色の濃淡、色使いなど

色にこだわった美容で美をつくれと教えているのである。これはまさに美容

による芸術作品を生み出す神髄であると思われる。上述した例にあるような

顔が曇るのもそれを伝えるのは顔色、色なのである。色にこだわらなければ

顔色も読み取れないのである。身体と心の好不調も色が伝えると言うことで

ある。このように解釈すれば美道による美づくりとはどれだけ色を重要視し

たものなのかが良く理解できる。もう一つは芸術家としての美容を生業とす

るものの心得、身の律し方である。頭で考えては美容は幸福づくりにはなら

ない、腕に覚えさせる以外道は無と教えている。これは今最高に美しく髪が

結えたとしても対象は人でありその美しさは儚く長く決して続かない。次に

同じ人の髪を結ったとしても同じような最高の出来にはならないのである。

美容芸術の域である。このことを理解して日々修練するのも美容を施すもの

の神髄であると言うことになる。 

幸福とは拾うものでも、お金を使ってなるものでも、勿論、お金で買える

ものでもないことは周知のことである。幸福はつくるものである。しかし、

森羅万象全てのものごとはつくられれば時とともに必ず消えてゆく。幸福も

例外ではなく無常なのである。これは美も同じこと、幸福も美もつくるのに

長い時間がかかるが短い時間で消えて行くというのが常である。幸福も美も

刹那（せつな）いのである。この理を理解しすることもまた本当の意味の美

容福祉に繋がるのである。このように考えると美道による幸福づくりとは美

容芸術そのものではなかろうか。私には山野愛子がそう教えているように思

える。 

 

あとがき 

 本稿では美容福祉の難しさばかりを書いてしまったが、人と人は心で繋が

るものである。美容福祉をするものがいかに対象となる人の喜び（幸福づく

り）を思うことができるか、見返りを期待しない無償の愛、母の愛のような

気持ちで美容を行うことが美容師自身の美づくり、幸福づくりに繋がること、

美容が人の幸福づくりの最大の武器と成り得ること知っていただければ幸甚

である。 

 

参考文献 

[1] 山野愛子 “美容芸術論” IN 通信社 1991 年 3 月刊 
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スキルを活かして活動の場を創出 

山下師賀子（やました・しがこ）リヴァ－美容室・登録美容師 

 

 

 

はじめに： 

まず現在、なぜ美容福祉師として活動することに

至っているかについて、私が活動してきた経緯をお

話ししたいと思います。 

私は現在サロンでパート勤務しております。もう

13 年にもなります。そんな中、義父母の介護という

問題が起き、今思えば、これがそれからのすべての

私の活動の発端であり、契機になり、目覚めとなり

ました。 

まず義父が水頭症を発症し、それがため歩行困難、

一人で外出が難しくなったり、シャント手術、ペー

スメーカーの手術のため入退院を繰り返したりと厳

しい毎日を余儀なくされていたところ、今度は義母

も認知症となり、こちらは薬で進行を遅らせる軽度

の診断ではありましたが、その認知症である事実を

なかなか受け入れない義母への対応に戸惑う毎日が

続きました。 

そこで私は認知症の理解を深めるため、地域の「認

知症サポーター養成講座」や「認知症に関する勉強

会」に積極的に参加してきました。 

「福祉美容講座」については、義母が認知症にな

りこの先介護が必要になったとき、少しでも知識が

あればとの思いと、勤務先の先生が福祉理美容師の

資格を取得していることから受講することにしまし

た。 

 

実践に向けたボランティア活動を展開： 

サロンが休みの日を利用して、２年前より特別養

護老人ホーム「ホームたまがわ」で登録美容師の池

浦先生のご指導の下、利用者様のカットをさせてい

ただいております。 

また地元の江戸川区内にある特別養護老人ホーム

では約 100名の利用者様を対象に、20年以上もボラ

ンティア活動を続けておられる先生方の仲間に入れ

ていただき、10数名の理美容師で１ヶ月に１度、別

の施設には勤務先の先生と二人で２ヶ月に１度のサ

イクルでカットのボランティア活動を続けておりま

す。 

 

●利用者様との対話の中から 

<その１> 

絶対にカットしたくないと言っていた方が、「少

しだけでも切りましょうか」とのヘルパーさんの

言葉に促され、何とか座っていただき、それでも

切りたくないと……。 

「ステキになりましょうね！揃えるだけにしま

しょうね！」と言いながらカットを終え、鏡をお

見せしたところ、利用者様が笑みを浮かべられる。 

ヘルパーさんから「この方は絶対に笑わないん 

ですよ！」と伺い、美容の力の凄さを実感し、やり

がいを感じる。 

 

<その２> 

「私なんて何しても変わらないわよ」と言って  

いた利用者様に、仕上げに口紅を少し差すと表情

が変わり、仕上がったご自身の鏡の中の姿を見て

ニッコリ……。「どうも有難う！」と言っていただ

く。 

 

<その３> 

「小学校は何処だったんですか？」の問いに、

「○○小学校よ」と。 

 「校歌覚えてますか？歌ってくださいよ～」とお

願いすると、利用者様が快く歌い始めてくださる。

校歌ではなかったけれど、はにかみながらも楽し

そうに歌われ、その間にカット終了！！ 

 

●サロンのお客様で認知症の症状が見られる方との

対話の中から 

・通帳を持ってきてお金のことを相談され、対処 

に戸惑う 

・家のことが心配で不安で早く施術を終えて帰り

たがる 

・パーマをかけたばかりなのに「またパーマをか

けにいかなくちゃ」とお店に電話をかけてくる 

・サロンへの道が分からなくなり辿りつくことが

出来ない 

・施術中、急に立ち上がりサロンから居なくなり 

探し回る 

 

いろいろな方々との出会いや会話を通じて、そ

れまでには気づかなかったことが徐々に見えてき

ているように思います。実践を重ねていく中で、お

一人お一人に寄り添ったコミュニケーションの図
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り方を工夫して、以前より意思疎通がスムーズに

図れるようになったことや、足腰の弱った方が長

時間座っていて、立ち上がり移動する際、フットレ

ストにつまずかない様に声をかけ手をそえるなど、

利用者様が事故につながりそうな状況を早い段階

で察知することが徐々にですが、出来るようにな

ったこと、またご本人、ご家族の方、施設スタッフ

の方、そして理美容師チームそれぞれの方々との

連携、確認がいかに必要かが理解できるようにな

りました。 

    

スキルアップの必要性について： 

人と接する楽しさや関わりに喜びを感じながら、

一方では、利用者様がいろいろな身体的状況、精神

的状態を抱えながら美容を受け入れていただいてい

る現状について、より安全に安心して美容の時間を

喜んでいただきたいとの思いから、これまでにホー

ムヘルパー２級資格取得、また、地域の方々との繋

がりを深めるために地域の消防団に入団し、応急手

当指導員の資格を取得しました。 

消防団員として、すばやい処置とその場に居合わ

せたときに動ける勇気、多くの人と協力し合い少し

でも早く救急処置を行うことの重要性を伝えていま

すが、訪問美容につながる内容でもあると受け止め

ております。 

 

中部地区における二日間の「アロマ研修会」： 

昨年、NPO全国介護理美容福祉協会主催の基、愛知

県で二日間の「アロマ研修会」が開催されました。

以前からアロマに興味がありアロマポットやスプレ

ーで香りを楽しんでおりますので私も参加させてい

ただきました。一日目前半は、アロマとは何なの？

や、ハンドマッサージを実習体験し、その効果を実

感しました。サリチル酸メチルが 99％含まれている

ミズメザクラ精油を米ぬかオイルで希釈したものを

肩に塗布すると、ポカポカと温まり筋肉が和らぐの

も実感しました。講座の中で、「お一人お一人の肌に

合った商品を選んで提供する」というお話しがあり

ましたので早速、スキンケア用に精油を使ったスキ

ンローションやクリーム、ヘアケア用にシャンプー

剤やトリートメント剤作りにチャレンジしています。 

後半はハッピーシャンプーとすいコームの講習で、

実践で起こりうる問題点を事例を挙げてわかり易く

見せていただきました。すぐに明日からの仕事に活

かせる有意義な講習でした。 

二日目の研修会では、日本の森から生まれたアロ

マとして飛騨高山にある「オークビレッジ」にて森

林を散策しながら、精油の資源となる森林資源の採

集や枝葉の粉砕等について講義を受けました。マイ

ナスイオンをたっぷり感じ、香りと視覚の両方から

癒された感じがしています。精油の製造工程の説明

を受けながら精油の抽出方法を間近で見る事もでき、

またアロマが認知症の症状によい効果が得られると

のエビデンスも公表されている事から、これからも

アロマについての研修を重ねたいと思います。 

 このアロマ研修会に参加した皆さんと懇親し普段

の夏の「登録美容師の集い」のときには聞けない沢

山のお話しがあったりして大変貴重な二日間でした。 

 

今後の展開について： 

平成２６年１０月現在の江戸川区の高齢者人口は

１３７,０８９人で、高齢化率は２０％に達する見込

みです。６５～７４歳人口とともに７５歳以上人口

の増加も続き約６万人で、高齢者の４４、２％にな

ると予測されます。私が居住するマンションには一

人住いの熟年者が８４名いらっしゃいます。わが国

では百歳以上の方は５万８,８２０人に上りますが、

そのうち江戸川区は１４１人（男性はわずかに１３

人）で、最高齢は１０８歳の女性です。 

また、要介護認定者数も年々増加し、介護予防事

業の効果を見込んだ介護予防後推計の要介護認定

者数は２０,０４１人になる見込みです。 

 

 ことしの夏より知人の紹介でグループホームに出

向き、訪問美容受け入れの面談を重ねています。こ

れまでのスキルを活かして、これからは本格的に仕

事として活動出来たらと動き始めています。 

 これまで私は人との出会いを大切にしてきました。

人と接する楽しさ、関わりに喜びを感じいろいろな

考え方を吸収させていただき、これから先自分の力

に変え成長していきたいと思っています。これから

も研修会等に積極的に参加して向上していけたらと

思います。これからもご指導の程、よろしくお願い

申し上げます。 
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視覚障害者支援ビューテイセミナー 自立と社会参加に関わる美容 

ティミー西村（てぃみー・にしむら） 

八槇 達也（やまき・たつや） 

田嶋 順子（たじま・じゅんこ） 

山野美容芸術短期大学美容福祉ライフホームチ―ム 

 

目的： 

 自立と社会参加をめざして、今回、神奈川総合

リハビリテーションセンター、七沢厚生ライトホ

ームからのご依頼によって、社会復帰を目指す

方々の「美容」についての講習会、特に視覚に障

害のある方々のメイク・ヘアーについて「ビュー

テイセミナー」を実施した。 

ここでは、視覚障害のある方に社会リハビリテ

ーションを実施している。内容は障害があること

から今までの生活から新しい社会的状況の中で、

障害者が自分自身のニーズを満たし、一人ひとり

に可能な最も豊かな社会参加を実現するための社

会生活力（技術）などを高めるための訓練・生活

支援等である。その中に「美容」みだしなみの支

援も重要な問題で、様々な方法を試みていた。今

回、ご相談をいただき、美容の教員とで検討して

実施したので、報告する。 

 

方法と結果： 

 視覚障害をお持ちの方への支援は、糖尿病や網

膜色素変性症などにより、中途で失明あるいは視

力の低下した視覚障害者の方に対して、各種訓練

をして自立に向けた支援を通所、入所にて実施し

ている。点字、日常生活活動訓練、感覚的訓練、

移動の訓練読み書き、パソコンをしている。 

今回は訓練途中で、ビューテイセミナーを実施

した。参加者は男子９名、女性６名にて実施。職

員のサポートのもと平成２６年９月５日金曜日に

男性、女性に実施した。 

男性美容講習＝ヘアはバランスの良い見え方、

ヘアスタイリング、寝癖の直し方、シャンプーの

仕方。①特に手や指で実際に感じる・想像をする。

②頭部にある筋肉について。③自分の頭皮の硬さ

をチエック。④頭皮の筋肉の解説、チエックの診

断結果。他にシャンプーの仕方などを実施した。 

女性メイク講習＝メイクはメイクを自分ででき

る方法について個人的な指導を行った。指ででき

ること、左右を同時にすること、本人に合った色、

やり方を実践した。 

内容は①スキンケア②ベースメイク③ポイント

メイクと進めた。最初は緊張していた方々も徐々

に自分らしいやり方を探しながら楽しそうに実施

することができた。自分でメイクを日常的にして

いる方は１名でした。他の方々は慣れない様子な

がら実施することができた。 

 

考察： 

 視覚障害には全盲の方とロービジョンの方がい

ます。全盲とは医学的には光も感じない状態をい

います。社会的盲、教育的盲という表現もあり、

視覚以外からの情報で生活しています。ロービジ

ョンの方は見え方が疾患によって差があります。

視覚からの情報がある程度使える方で、視力が低

い、視野が狭くなっているなどの問題があります。

男性にはヘアについて、女性にはメイクを中心と

した内容を実施しました。 

視覚が不自由になると混乱が起きて、何もかも

やる気がなくなってしまうという言動があります。

参加者の中には「あきらめていた」という声があ

りました。実際の場面を見ていると自分の顔を一

生懸命に見ながら、また、周囲の方の声に反応し

て楽しんでいる様子がありました。 

今回の内容をご紹介することで、視覚に障害の

ある方が「美容」を今までの生活同様に取りいれ

られることができたら、笑顔のある暮らしになる

と考えます。 

 

倫理的配慮： 

 開催にあたり、施設の指導から事前に個人情報

が保たれることを了解いただいた。 

 

今後の展開： 

 日常生活支援に「美容」の必要性を強く感じた。

どんなときにもどんな問題があってもその人らし

く生きるために必要なことを考え、今後も個別の

問題に添った支援方法を研究して、多く方々に自

立した生活、生活の質ＱＯＬの支援に役立てたい。 
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特別養護老人ホームたまがわ プライベートサロン活動報告 

池浦斗糸子（いけうら・としこ）美容室レディ・ＮＰＯ登録美容師 

 

今年６月山野の講師から特養の話をしてほしい

と依頼を受け、ずいぶん迷いましたが理美容福祉の

先生方のお役に立つのであればと引き受けること

にいたしました。 

 

私は山野美容専門学校の 28 期の卒業生です。山

野愛子先生が生前、話された言葉が私の心の中で励

みとなっていました。その言葉とは、「1000 名の中

10 年後残っているのは 50 名です。そして名を挙げ

られるのは５名です」。その時私は、50 名の中に入

りたいと心から思いました。そのおかげで自分の美

容室を持つことができ、素晴らしいスタッフと共に

様々な困難を乗り越えてくることができました。 

愛子先生には感謝の気持ちでいっぱいです。 

 

 さて、私が「特別養護老人ホームたまがわ」に行

くきっかけになったことから話させていただきま

す。あれは平成 21 年 8 月の登録美容師の集いの後

の懇親会で話があり、場所を聞いたところ大田区と

いうので、是非とも行ってみたいと申し出ました。

というのはその施設が家のすぐ近くだったのです。

２か月くらい経った頃、施設から電話があり面接を

していただきました。そろそろ 1 年がたとうという

ころ、「来月、見学に来てください。」と突然連絡を

頂きました。 

 

翌々月の平成２２年 7 月、晴れてプライベートサ

ロンの仲間入りをさせていただきました。メンバー

は私を入れて 3 名です。ほかの２名の先生方は１年

以上前からボランティア活動をされていたので、利

用者様の接し方はソフトでしたし、「すいコ～ム」

の使い方はリズミカルなので利用者様は気持ちよ

くなり寝てしまうほど見事な手さばきでした。私も

見様見真似で利用者様の髪を切らせていただくの

ですが、20 分から 30 分かかりました。 

職員が側についていることは少なく、向きの変え

方次第ではやりにくい体位になってしまい、腰に負

担がかかり、店の従業員から「最近背中が丸くなっ

たんじゃないですか」と言われ、とてもショックで

した。今では姿勢も気にしながら施設の職員の方に

は細かく体位を伝え施術時間も５分から 10 分位で

切れるようになりました。 

 

私のボランティア活動は毎月第三 3 火曜日の午

後 2 時から約 2 時間です。人数は当日施設に伺って

からお聞きし、5 名の時もあれば 15 名の時もあり

ます。難しい部分は襟足だと思います。職員の方か

らは「なるべく短く切ってください。」と注文され

ますので１人施術するごとに短く切れるようにな

りました。今までに切らせていただいた人数は約

160 名になったかと思います。数ではないと思いま

すが、この経験は自信になっています。より質の高

い技術ができるように努力していきたいと思いま

す。 

 

今年７月利用者様のご家族から「掃除機がうるさ

いから耳栓を付けたらどうだ」と言われました。確

かに音がうるさいので考えなくてはいけない問題

だと思います。また今年の 8 月には余命一月と診断

を受けたホスピスに入院されている利用者様のカ

ットを友人から頼まれました。個室でしたので「す

いコ～ム」を使い施術させていただきました。この

2 つを通して感じたことは、掃除機の音、スイッチ

が手元にあればその都度 ON・OFF ができること、リ

ュックサックのように背中に背負うことができれ

ば小回りが利きます。掃除機の風が出なければ部屋

の空気も汚れない某ダイソンのような、利用者様の

負担はもっと少なく出来たかと思います。こういう

ニーズを満たすクオリティーの高い掃除機が欲し

いと節に思いました。 

 

 平成 23 年 8 月登録美容師の集いに参加させてい

ただいたとき、中盤に差し掛かったころ「質問のあ

る方どうぞ」私は手を挙げボランティア活動をして

いる事を話させていただきました。興味を持たれた

先生方がプライベートサロンに参加してください

ました。また、平成 25 年 10 月頃から他の先生方も

参加していただいており、この３年間で 25 名の先

生方が参加してくださいました。同じ志を持つ先生

方と共にボランティア活動が出来た事は財産にな

りました。 

 

 当初の荷物置き場は３階の事務室の奥にある２

帖程で小さな机があるお部屋でしたが、現在はボラ

ンティアさん専用の６帖のお部屋でロッカーもあ

ります。今では、コーヒーを出していただいたり、

大きな会議室も使用させていただいたりしていま

す。「すいコ～ム」も置いていただけるようになり、

遠方から来られる先生方もシザー1 つで参加でき

るようになりました。今回、タイミングよく４月に

施設のほうでボランティア保険に私を含め７名加

入することができました。 
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 私の希望は、山野学苑公開講座「美容福祉」技術

講習を修了された 1,600 名の先生方に練習できる

環境を充実してほしいこと、しっかりしたバックボ

ーンの NPO 全国介護理美容福祉協会にしてほしい

こと、そして、登録理美容師が美容師免許と同じよ

うに国から認定が受けられる様になることです。こ

ういった環境を作って下さることを願っています。 

 

 本日は皆様に私の活動報告をするきっかけを与

えていただき大変感謝いたします。ありがとうござ

いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



＜実践報告 ④＞ 

- 35 - 

地域アクティビティー VOL.3 ～ユニバーサルファション展 

山下 玲子（やました・れいこ）美容室エポック NPO登録美容師 

西尾 栄次（にしお・えいじ）美容室ヘアーレスト 

NPO全国介護理美容福祉協会理事 

神崎 充代（かんざき・みちよ）美容室ヘアーレスト NPO登録美容師  

早川  武（はやかわ・たけし）ヘアーウップス NPO登録美容師 

早川 由美（はやかわ・ゆみ）ヘアーウップス  NPO登録美容師 

 

 

はじめに： 

2014 年 7 月 27 日（日）10 時～16 時、愛知県一宮

市が総力を上げて「第 59 回織物感謝祭・一宮七夕ま

つり」を開催しました。その一環として私達は、一

宮市市民支援センターで以下の活動を展開しました。

（2013 年の同イベントの様子は、第 13 回日本美容

福祉学会誌 59㌻参照） 

 

 

ユニバーサルファッション展： 

市の盛大な祭りで、しかも市民支援センターの年間

を通じて大きなイベントでもあることから、一昨年

より繋がりの出来た愛知県立一宮支援学校と地元繊

維企業の方々に協力を頂き福祉美容としての創造プ

ロジェクトを考案しました。 

 

 

 

１） コンセプト 

一宮七夕まつりにおいて、地域の方々との交流や連

携の様子を発信することによって、ユニバーサルフ

ァッションへの理解が広がり、障がいのある方が、

おしゃれで着心地の良い服を着て、積極的に街に出

掛けていける、そんな機会が増えたら嬉しいという

思いを込め、地域とともに育んでいる活動を多くの

市民の方々に知って頂くと同時に、ユニバーサルフ

ァッションや小物・自助具等を日常生活に取り入れ

た QOL の向上に繫がることを願い、容易に取り組

める内容を実践しました。 

 

２） ヘアーアレンジ体験 

七夕まつりを楽しむ中で、崩れたヘアー・着付けの

お直しブースであると同時に、来所下さった方に直

接ヘアーアレンジが体験出来るブースも用意しまし

た。 

 

３） 髪留めシュシュのクラフト体験 

 

 

４）みんなプロジェクト（以下「みんプロ」という）

愛知県立一宮支援学校（職員・保護者・生徒たちと

地元の繊維関連機関や企業の方々が連携し、子供た

ちが活用できる衣服や小物をみんなで作り上げる取

り組み）で仕上がった服・小物・活動パネル・生地の

展示を行いました。 

 

準備と当日： 

１）前項を軸とし、広告(2.000枚)作成し、今年で７

年目の「みんプロ」の冊子デザインとコラボしての

告知広告を作成し、市民支援センター、市役所、各

庁舎、愛知県立一宮支援学校、協力下さった繊維企

業、市民の方に配布しました。 
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２）「みんプロ」 

７年の歩みのパネルと作品を愛知県立支援学校より

お借りし展示。当日の搬入→展示→撤収を職員の方

に担当して頂き、作品作りの過程や工夫点の説明は

職員・保護者の方に担当して頂きました。 

 

３）クラフト体験 

クラフト体験の使用作成に要する生地は繊維会社の

方が、糸についても、好きな糸を選択して生地に仕

立てて下さり、似合いそうな生地の種類を沢山、提

供して下さいました。 

 

クラフト体験―「自助具」として： 

自助具とは、様々な理由により日常生活で困難のあ

る動作を可能な限り、自分自身で出来るように補助

し工夫された道具の事です。（第 13 回日本美容福祉

学会誌 64 ㌻参照） 

山野美容芸術短期大学の学生さんの取り組みで、日

本美容福祉学会学術集会において実践報告された事

例をもとに、上肢機能が低下した方の為の「髪留め

シュシュ」を引用させて頂いたと同時に準備する段

階で私達もカスタマイズし、併せて「ストローシュ

シュ」を提案しました。 

クラフト体験する時間のない方や来所頂いた方への

お持ち帰り用の分を可能な限り作成し準備しました。 

「みんプロ」で繋がりの出来た裁縫が得意な保護者

様や去年、ユニバーサルファッションショーのモデ

ルにも協力して下さった支援学校卒業生の横井さん。

横井さんは体幹が弱く自分では支えられない身体で

すが、自分の力で動かせるミシンを持った裁縫が好

きな女性です。今回お話したら２つ返事で協力して

下さいました。 

保護者様曰く「この子達は、卒業してからの人生の

方が長いのよね、でも社会と関わる機会を引き続き

与えて下さってとても感謝しています」と言って下

さいました。 

この作成準備段階が私達にとっても一苦労した大変

な部分だったので大変助かりました。 

 

 

参加者の一人 A様〔28歳〕は、サロンのお客様です。

小児麻痺により車椅子生活で上肢の稼働域にも制限

があり、左手は、大丈夫ですが右手の握力が弱い状

態です。基本形のシュシュを作成し使用して頂いた

ところ、 

・リングが動き使用しづらい 

・ゴムの結び目が出てきてしまうのが嫌 

・結んであるシュシュが緩んでくる 

・かた結びがしたい 

――といった貴重なアドバイスを頂き、お蔭様で、

基本形のシュシュから 

・リングの動きを止める為に球を付ける 

・シュシュの口をしぼめる 

――場合によっては、稼働域などに制限があります

が、リング前の球を移動することにより簡単に固定

することが可能となりました。多くのアドバイスに

基づきカスタマイズが出来、ストローシュシュを作

成するきっかけにもなりました。A 様御本人も自分

でヘアーアレンジが出来ると喜んで頂きました。 

 

 

 

 

 

クラフト体験と併せて「ターバン風キャップ」を展

示しました。薄毛・脱毛等を気にする事なく、思い
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悩むとき気軽にお洒落っぽく被れるのと、３つのポ

イントを知っておくだけで簡単に作成でき、メンタ

ルの部分でも自助具となりうるからです。１つはウ

ィックに被せて展示し、２つは手に触って頂けるよ

う展示しました。素材もウール・綿・シルクと３パ

ターンを用意しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これらの五感に触れたファッション展は、老若男女・

障がい・年齢問わず大盛況でしたし、アンケートと

共に沢山の声を聴く事も出来ました。 

また、視察に見えた、協力下さった繊維会社の社長

が福祉関連の企業を紹介して下さり、障がい者の絵

を使用しての広告業の経営者、支援学校新任教員、

社会福祉協議会、福祉系職に携わる方、山野学苑短

美容芸術短期大学の大西先生、NPO 全国介護理美容

福祉協会事務局の村木先生等々、多くの方々の来所

から、これからの超高齢社会に向けて福祉の中に美

容は不可欠なものになっている事も確信出来ました。 

 

 

自助具のエビデンスとして： 

１）「みんプロ」 

・高齢者、介護利用者の方にも、取り入れが可能な 

要素が十分ある。 

・生地・素材がいい（繊維の街だけあり、抗菌・防

水・収縮等にも自信を持った素材である事は匠の技

である事を感じた）。 

 

２）「ターバンキャップ」 

・普通にターバンするだけでは後頭部の膨らみがな

くどうすればよいのか迷っていたがポイントを覚え

れば簡単 

・ウィックや付け毛の上にターバンキャップを被る

事で自毛のように見せられるのが良い 

 

３）「シュシュ」   

・作成が簡単・可愛いい 

・便利 

・作り方・存在・使い方を知らなかった  

・シュシュの作成が手先や指先のリハビリになる 

ハンデをお持ちの方以外でも 

・自分で手を返してシュシュで髪を止められない小

さなお子様にはお風呂・プール上がりに自分で髪を

結べる 

・市販のシュシュを長時間すると「結び目が痛い」

とか「頭が痛くなる」と言われた方はこのシュシュ

は痛くないとのお声を頂きユニバーサルデザインの

要素を感じました。 

愛知県立一宮特別支援学校の父母の会・地元小学校

のＰＴＡの作品展・地元社会福祉協議会にてシュシ

ュ制作・発表の依頼があり地域に広がりを見せてお

ります。 

また、一宮市のユニバーサルファッション展とは別

に 10月 18 日(土)埼玉県国立障害者リハビリステー

ションセンターでは、「国リハコレクション２０１

４・いつでもおしゃれに！」をテーマにユニバーサ

ルファッションが開催されました。その中のブース

に NPO 全国介護理美容福祉協会として取り組んで

いる＜ユニバーサルファッション＞を目白大学との

コラボで参加しました。こちらでも「髪留めシュシ

ュ」は、見学者から多くの興味を示して頂き、企業

や一般の方で人気のユニバーサルだという事を再確

認できました。

 

「国リハコレクション 2014・いつでもおしゃれに！」の展示 

 

 

おわりに 

今年で３年目の地域アクティビティですが、昨年に

増して何処に障がいを持った方でも、綺麗になる事

や安心できる人、場所、物等があれば喜びを感じる

事が出来るのだということを改めて学びました。健

常者もしかりです。 

美道五大原則（髪・顔・装い・精神美・健康美）全て

の施術が出来るのは美容師です。 
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施術する事でストレスの解消・減少・軽減に繋がり

ます。また、相手の事を思いやる心を経験とスキル

アップで培っているのも美容師であり、老若男女・

健常・障がい・年齢を問わず、安心・安全に行動でき

QOLを高める担い手になれるのは私達「福祉美容師」

です。 

福祉美容師は「どこでも」「誰でも」に対応できるオ

ールラウンド美容師です。その私達が産学官民と連

携する事で地元での広がりも大きなものと成しえま

す。福祉美容師冥利を強く実感した地域アクティビ

ティーでした。 

 

 

※ご協力を頂いたみなさん 

一宮市民支援センター 

愛知県立一宮支援学校 

「みんプロ」に関わる愛知県立一宮支援学校及び生

徒・保護者様（卒業生含） 

愛知県立一宮支援学校及び生徒・保護者様（卒業生

含む） 

あいち産業科学技術総合センター 

公益財団法人一宮地場産業ファッションデザインセ

ンター 

繊維会社（ササキセルム株）（株ナイガイ） 

（株近藤） 

 

○自助具に関して 

山野美容芸術短期大学・大西典子先生 

目白大学短期大学部生活科学・大野淑子先生 

山野美容芸術短期大学非常勤講師・佐野美恵子先生 

○広告に関して 

学校法人山野学苑事務局 

 

○NPO チーム NOBAI 

地元で活動する NPO 全国介護理美容福祉協会登録

美容師・福祉美容師（13名（受講中 1 名含）で結成

したチーム 
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愛知県の施設における美容福祉活動 

夏目 久枝（なつめ・ひさえ）美容室トゥルべール・NPO登録美容師 
   

はじめに： 

 私は、愛知県蒲郡市で、美容室を初めて 27 年、

訪問美容を初めて 15 年になります。訪問美容を始

めたきっかけは、実家にいる私の祖父が、自宅で寝

たきりになり、デイサービスを週２～３日利用して

ました。ある日「デイサービスに行くから、カット

に来てほしい」と言われたのがきっかけでした。 

今は、施設８件、在宅 20 件程伺わせていただい

ております。多くの経験があるほうではないのです

が、私なりに試行錯誤して続けてまいりました訪問

美容について報告させていただきます。 

訪問美容もいろいろな方法がありますので、今か

ら訪問美容をされる方には、あくまでも「こんな方

法もあるんだ」と、参考にしていただけましたら幸

いです。 

 

私の訪問美容に対する姿勢： 

➀施設への参入の仕方 

＊まずは、電話でアポを取ります。 

＊名刺・料金表・他の施設の表   

 

この様な表を作って新しい施設に持って行きます。

参入させてもらえそうな時はこれを見せて、他の施

設では月２～４回利用してもらっていることをアピ

ールして回数を入れてもらいます。NPO 全国介護

理美容福祉協会に所属していることを強調しても良

いと思います。それによって、美容に詳しく無い方

でも山野愛子先生を知らない方はいないと思うので、

信用性が有ると同時に、皆さんも責任感がもてると

思います。 

毎年、年末には、来年の一年間の予定表のカレン

ダーを作成して各施設に届けてます。そうする事で、

施設側も予定がたてやすいと思います。  

 

➁在宅へのアピールの仕方 

まずは、社会福祉協議会への挨拶と介護支援事業

所への挨拶です。すぐに施設・デイサービスに入れ

なくても挨拶して置くことで、ケアマネージャーや

ヘルパーさん達が利用者さんから、「髪の毛切りたい

のだけど」と言われた時思い出してもらえるのです。

そこからの依頼は結構多いのです。後は、美容室の

お客様に在宅に行った時の話を紹介して「寝たきり

のお年寄りは、おしゃれですので、訪問美容をやっ

ています」とアピールします。 

後は、タウンページへの掲載です。 

ジャンル＝「介護」「介護のお店」       

業種＝  「訪問理美容」 

地域＝  「蒲郡」 

無料で掲載されます。美容室と介護の訪問理美容

の２か所に載せてもらう事でどこかで、目に付くと

思います。今はタウンページもネットにも載ってい

るので山野の訪問美容のホームページに載せて居る

方もぜひ試してみて下さい。 

今は、在宅で行っても電話を携帯に転送出来るの

で、気楽に出られます。 

 

➂施設スタッフ・ヘルパーさんとの連携による利用

者様の身守りについて 

【施設】 

カットされる方の名前を毎回書き出して置いても

らいます。たまに予約の入って無い方が、来る事が

あるので、来た方にお名前を聞いて名簿にあるか、

確認してからカットに入ります。カットの長さも本

人に確認して良いものか、スタッフに聞いてから実

施します。だいたい１人、10分前後でカットします

ので、１時間～２時間で終わる予定で行なってます。

施設のカットした髪の毛は、下に落として一人終わ

るたびにほうきで掃いてすみに寄せて置き、最後に

新聞紙にくるんで持ち帰り、床は、掃除機を借りて

かけ、クイックルワイパーをかけて来ます。 

施設へ行った時は、利用者の名前と担当者の名前

月 火 水 木 金 

E A G  C 

 B H   

A  A C G 

F  B D H 

E  C A  

   B  

 C   A 

 D   B 
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を書いて来ます。１か月ごとにまとめて置く事で、

チェックカットの時、前回の担当がすぐわかるよう

にしています。                        

【在宅】 

そのお宅に合った場所を考え、玄関だったり、廊

下だったりですが、カバンは出来るだけ、部屋の外

に置いて、必要な道具（ハサミ・トリマー・クロス

など）を持って部屋に入ります。部屋の中までカバ

ンを持って行かない理由は、利用者が認知症だった

りすると、部屋の物をカバンに入れて持って行かれ

たと思われるので、私はこれしか持って無い事を見

せれば、疑われる事がないと思います。 

また和室の時もありますが、在宅はクロスの上に

アイデア商品で買ってきた UOF クロスをつけて、

下に落とさないようにカットをして、終わったらそ

のままゴミ袋に入れて、カットクロスも下からたぐ

り上げてゴミ袋に入れて、持ちかえります。首に巻

くタオルは、布を使わず、ペーパータオルを使って

います。  

 

➃利用者の身体状態に合わせた商品の選択方法に

ついて 

サロンのお客様も訪問美容の利用者も同じですが、

最近は肌の弱い方が増えているので、毛染め・パー

マ液の選び方もですが、塗布の仕方や、今は薬液の

刺激をやわらげるさまざまな付属の物も出てるので、

その方の身体の状態を考えて自分なりに選んで施術

させていただいています。 

15年前サロンのお客様が、ヘアカラーの放置時間

に意識を失い泡をふきました。救急車を呼んだので

すが、アナフィラキシーショックでした。薬品によ

るアレルギー症状のひとつで、急激な血圧の低下に

より意識を失なわれてしまいました。これはとても

危険な状態です。ただ寝てると思って声をかけない

のではなく、まめに声をかけて起こす事の重要さを

実感しました。 

 

➄安心・安全性を保持するための消毒の方法&感染

症予防対策について（技術者の身の守り方） 

タオルはペーパータオルを使用します。ペーパー

タオルは、毎回洗濯してアイロンをかける事で、熱

消毒になります。もう 10 年以上使っていますが、

破れず使えています。他の道具に関しては、ハサミ

は、コットンに消毒液を染み込ませた物を持参して

拭き、後のブラシ・トリマーなどは、赤外線消毒機

に入れます。 

感染症と一言で、言っても風邪からインフルエン

ザ、エイズなどさまざまですが、まず事前に施設ス

タッフに感染のうたがいのある方は、最後にしても

らい、クロスの上に、使い捨てクロスをかけ、終わ

ったら捨てるようにしてます。  

技術者もマスクはもちろん、感染者のカットに入

った時には、何処にも寄らず帰ったらすぐ着替えま

す。後は手洗いとうがいです。 

 

訪問美容を始めて気が付いた事： 

私は、訪問美容を始めて、認知症ヘルパーの講習

を受け、この 15年で約 1000人以上のお年寄りと接

して来ました。実践を通じて最近すごく感じる事は、

「訪問で気をつける事は、美容室でも同じ事が言え

る」という事です。 

たとえば、足元が見にくいので、カットが終わっ

たらお客様を誘導する。前にカットした毛を掃いて

足元が滑らないようにするとか、パーマ・カラーの

放置時間は、出来るだけお声かけをしてあげて、地

肌がしみないか聞いてあげたり、また待ち時間にサ

ロンでは、お茶とお菓子を出してるのですが、糖尿

病などが無いかを聞いて、もしある方はお茶だけに

して置くなど、訪問美容でお年よりに接してなけれ

ば気がつかなかった事です。 

逆に在宅に行くと、お茶とお菓子を出して頂く事

もあるのですが、私は、お茶だけ頂いてお菓子はそ

の場所では食べません。以前出されたお饅頭が腐っ

ていた事がありました。ご家族の方は親切で出して

くれるので、それ以降は、「家の子供が、このお菓子

好きなので、もらっていくね」と言って、持って帰

って来て、大丈夫だったら、頂きます。 

後は、お金の頂き方です。美容室に来る方でもマ

ダラ呆けの方などは、その値段はどのお札を出した

ら良いのか分からない事もあるのですが、認知症ヘ

ルパーの講習を受講しましたので、お手伝いしてあ

げる事も出来るようになりました。在宅で、肩麻痺

の方の場合は、お釣りを渡す時にお札をしまうまで、

小銭を渡すのを待つ事です。そうするとご自分で、

お金をしまう事が出来ます。このような、経験も皆

さんは、感じていると思います。 

また、最近では、私の美容室が訪問美容をやって

いることを調べたり人から聞いて、認知症の方や車

いすの方が、美容室の方へ、来て頂けるようになっ

てきたのが私としては、すごくうれしい傾向です。 

 

今後の目標としては、美容室は娘に任せて、自分

は訪問美容専門で行きたいと思っています。 



＜実践報告 ②＞ 

 - 41 - 

認知症予防分野の場の創造 

杉本 剛英（すぎもと・たけひで）NPO全国介護理美容福祉協会理事 

佐野美恵子（さの・みえこ）   NPO全国介護理美容福祉協会理事 

田嶋 順子（たじま・じゅんこ） 山野美容芸術短期大学 

大西 典子（おおにし・のりこ） 山野美容芸術短期大学 

 

目的： 

65歳以上の高齢者のうち認知症の人が 2012年時

点で約 462万人、認知症の可能性がある軽度認知症

の人も約 400 万人と厚生労働省研究班より報告さ

れている。つまり 65 歳以上の高齢者の４人に１人

が認知症かその予備軍となっている。八王子市も高

齢者の比率が、全人口の 21％となり、超高齢社会に

突入している。そして当然ながら地域にも認知症高

齢者やその予備軍の方たちもいらっしゃり、地域に

根差したわたくしたち理容室・美容室のお客様の中

には、そういった方やその家族もいらっしゃるよう

になった。 

 理・美容室が今後、地域の方たちの認知症予防や

認知症の方への対応を考えていくことは顧客拡大

ばかりではなく地域貢献的な意味からも重要とな

っていると思われる。地域に根差し、さまざまなお

客様に対応していける美容福祉の認知症予防に係

る場の創造として、３つの取り組みを報告する。 

 

方法と結果： 

１ 認知症サポーターのいる美容室について 

 現在、八王子市の美容師に認知症サポーターの講

習を受講することを進めている。受講後オレンジリ

ングとともに店舗用ステッカーが市から配布され

ている。これにより市と連携し、認知症の方も安心

して利用できる美容室づくりを推進している。また、

実際に認知症高齢者と家族が来店される機会も増

えており、具体的に対応していくための様々な機関

との連携と人材育成を進めていく仕組みづくりの

必要性が高まってきている。 

 

こういったことは、八王子市だけにとどまらず他

府県の NPO登録美容師も感じており、現場の具体的

な対応の仕方とモチベーション維持の方法など、よ

り具体的に検討する場を作っていくことも重要で

あると思われる。そのため山野学苑と連携し人材育

成や研修を行える仕組みを全国に発信していきた

いと考えている。 

 

２ 美容室のオレンジカフェ的活用 

 厚生労働省によるオレンジプランの中に「地域で

の日常生活・家族の支援の強化」という政策課題が

掲げられている。その中に、認知症の方や家族、ま

た地域の人たちが集える「オレンジカフェ」を推進

している。このオレンジカフェ的な、地域の交流の

場としての美容室の利用について取り組んだ。 

 美容室の定休日を利用し、近所にいらっしゃる映

画資料研究家（83歳）の協力を得て、昔懐かしい映

画資料展を店舗で開催した。近隣の映画ファンの高

齢者が多く集まり、懐かしいポスターなどを前に楽

しそうにおしゃべりされていた。来店された高齢者

の交流の機会にもなったが、資料提供いただいた高

齢者自身も社会貢献意識が高められていた。このよ

うに地域の高齢者の中には様々な経験や能力を持

っている人たちがいるため、こういった人の力を引

きだし、提供の場として美容室が有効利用できると

考えている。 
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３ 訪問美容と回想法的コミュニケーションにつ

いて 

 ２で紹介した、展示会の招待ハガキを作成した。

訪問美容時に、懐かしい映画のポスターを印刷した

はがきを何枚か見ていただきながらコミュニケー

ションをとったところ、お客様の良い反応が見られ

た。美容サービスとともに、こういったものを持参

することで回想法的（懐かしい過去を語り合う）か

かわりもできると考えている。 

 

 

考察： 

 美容室は、多くの人にとって生活の一部である。

また、美容行為は、人の肌に触れ笑顔で接する。そ

のうえ高齢者になっても定期的に安心して利用で

きる外出先ともなる。つまり、このような美容師や

美容室の在り方が、 特に認知症予防のために、成

人期から生活習慣を考えていく、１次予防としての

取り組みにかかわっていけるのではないかとも考

えている。 

倫理的配慮： 

 事前に本人の了解を得ている。 
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医療用帽子・簡単着脱式髪付き帽子 「ウィッシングキャップ」 
伊佐 美佐（いさ・みさ） 

(有)ISAMISA デザインスタジオ代表 

 

医療用帽子｢ウィッシングキャップ｣は 

抗がん剤治療を経験した私がつくっています 

 

◇私は 41 歳の時に｢がん｣になり抗がん治療を受け、ほとんどの髪を失いました。 

 

◇その時いろいろな帽子を探しましたが、季節は秋か 

ら冬。店頭には防寒タイプの帽子しかなく、デザイン 

も外出用のものばかり。それでも必要に迫られて２４ 

時間帽子をかぶっている私は暖房のきいた室内では暑 

すぎて熱が出たり汗をかいて不快だったり・・・。 

やがて、もみあげや眉毛も抜け、気分もブルー。 

 

◇誰に見られているわけでもないのに人の視線が気 

になり、気分も滅入って心も身体も不自由でした。 

 

◇「これって病気の治療に大いに影響がある！」 

と実感しました。 

 

帽子に髪が付いたら！ 

◇ウィッグをずっとかぶっていると汗や頭痛に悩まされ 

て辛い。かといって帽子だけだと生え際が気になる。 

どちらの悩みも解消できたら…。 

 

◇部屋の中でかぶりやすくて快適な帽子ができないだろうか…。  

 

◇そうだ、帽子自体に取り外しができる髪の毛が付けられたら、心にも身体に心地いいのでは！？ 

 

◇試行錯誤を繰り返し、安心して毎日が快適に過ごせるよう、脱着可能な「髪の毛付き帽子」ができあが

ったのです。 

 

ウィッシングキャップの特徴（特許第 4548648 号） 

◇かつらに替わる「髪付き帽子」です。 

 

◇「帽子」に「付け髪」を取り付けることで自然に帽子をかぶっているように見えます。 

 

◇帽子とヘアスタイルの種類は豊富にあり、組み合わせは自由自在です。 

 

◇子どもから大人まで使用でき、帽子は治療後にもそのままかぶることができます。 

 

■ホームページ：http://wishing-cap.com/ 

◇主にカタログやネットショップでの通信販売を行っています。詳細は HP をご覧ください。 

 

 

 

http://wishing-cap.com/
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たんなる帽子でもウィッグでもない 

「ウィッシングキャップ」の独自の工夫がこれ！ （特許第 4548648号） 

 

■帽子は、すべて肌を守る安心二重構造 

◇付け髪が直接肌に触れないので 

不快感がありません。 

 

◇帽子は汗を吸収し、洗濯できるので 

頭部を清潔に保ちます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■スナップでカンタン 

◇付け髪は、 

帽子にスナップで簡単に取り外しできます。 

 

◇付け髪は、テープ状でトップ（頭頂）部分に 

髪の毛が無いので、ムレや締め付け感から 

解放されます。 

 

 

 

■サイズ調節機能付きでズレない！脱げない！ 

◇脱毛により、頭回りのサイズは３～５ｃｍ 

小さくなります。 

 

◇帽子は、 

脱毛のプロセスに応じてサイズ調整でき、 

治療が終わり自毛回復後もかぶれます。 

 

 

■取り扱いがとっても簡単！ 

◇「手がしびれる」などの治療の副作用にも 

取扱いが簡単なので安心です。 
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■蒸れずに快適！肌にやさしい！痛くない！ 

◇治療により、肌が敏感になることが多いので、 

 細部の縫製にもこだわり、肌触りも快適です。 

 

 

 

 

 

■とても自然に見えます！  

◇ヘアスタイルはショート・セミロング・ロング 

前髪など７種類、ヘアカラーも３種類あります。 

 

◇帽子も室内用・外出用・冠婚葬祭用など豊富な 

ラインナップがあります。 

 

◇「付け髪」×「帽子」の組み合わせは自由自在！ 

 

◇ウィッシングキャップの組み合わせの一例です。 

 

◇ＨＰにも多数掲載しています。 

詳細は http://wishing-cap.com/をご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ヘアスタイルのアレンジ自在 

◇髪の長さは好みに合わせてカットできます。 

 

◇美容室でのフィッティングや美容師によるカット 

で、さらに自然なヘアスタイルも実現できます。 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

  

http://wishing-cap.com/
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【主な活動】 

◇2005 年「ウィッシングキャップ」販売開始 

◇日本がん看護学会学術集会 第 19、27 回 ２回出展 

◇日本乳癌学会学術総会 第 21,22 回 ２回出展 

◇国際医療福祉機器展 ＨＣＲ 2006・2009・2010・2011 ４回出展 

◇医療の質･安全学会学術集会 第２回･第３回｢私たちの活動展｣ ２回出展 他 

 

【公的機関による認定】 

◇神奈川県リハビリテーション支援センターにより 

・「福祉機器評価・モニター事業」に認定され神奈川県立がんセンターにてモニターを実施 

 

◇（財）東京都中小企業振興公社により 

・中小企業ニューマーケット開拓支援対象商品 

・市場開拓助成事業認定商品 

 

◇東京都により  

・平成 23 年度 東京都トライアル発注認定商品 

 

【主なメディア掲載】 

・NHK ニュース「NHK おはよう日本」 

・テレビ東京「生きるを伝える」 

・毎日新聞「暮らしナビ福祉」他、新聞各紙 

・専門誌「がんサポート」がんと生きる 

・専門誌「がん患者の在宅療養サポートブック」 ㈱日本看護協会出版会 他 

 

【今後に向けて】 

◇外見の変化による患者の精神的ダメージは大きく、少なからず治療に影響するというのが私の実感です。 

がん治療だけでなく脱毛症など他の疾病などにおいても、外見のケアはより重要になると思います。 

 

◇ウィッシングキャップは、患者本人が簡単に取り扱えるのが最大のメリットです。 

 

◇現状は、主に病院に設置いただいているカタログやインターネットでの通信販売を行っていますが、手

にとって試着したいという患者さんの要望も多く寄せられています。 

 

◇今後は、美容院などでも気軽に出会えるような機会を増やし、美容師の方々とのネットワークができる

ような活動にも取り組んでいきたいと考えています。 

 

◇長年アパレル企業で婦人服の企画デザインに携わってきたスキルと患者としての体験をもとに、 

今後も、がんサバイバーの一人として、患者の QOL 向上の一助になるよう活動を続けてまいります。 
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外見ケアにおけるウイッグの製作法 

下家由起子（しもいえ・ゆきこ）山野美容芸術短期大学 

 

 

はじめに： 

 人は皆人生のうえで様々な行事を迎える。入学

式・卒業式、成人式などの通過儀礼、そして結婚

式。そのようななかでいかにその人らしく満足の

いくデザイン・演出をするか。それは健康な人の

みならず、そうでない方や老若男女を問わない、

皆が持つであろう希望である。 

 そのライフイベントのデザインを行う際、 

美容の技術はなくてはならないものである。しか

しすべての人が同じ条件であるとは限らない。た

とえばがん治療のために脱毛や皮膚の変色、爪の

変形などといった様々な外見の変化に対し、どの

ように対応していくか。ヘアスタイルを一つの例

に取り上げる。 

 

事例報告： 

 がん専門病院のスタッフの依頼により、20代の

患者さんの結婚式、10代の患者さんの成人式（写

真撮り）のウイッグ制作を行うことになった。そ

の制作背景、方法、ポイントを報告する。 

 

研究の方法と内容： 

Ⅰ．20代女性（写真Ⅰ－1・2） 

結婚式のヘア 

お色直しあり。2種類のアップスタイル。 

①お客様のスタイルのご希望を伺う。（ブライダ

ルカタログを見てのカウンセリング） 

②ご希望、スタイルに合ったウイッグの選定（市

販のヘアウイッグの購入） 

③ウイッグ制作（短大内） 

④試着（病院内、通院時に合わせる） 

⑤直し（本番へ） 

 

Ⅱ．10代女性（写真Ⅱ－1・2） 

成人式（写真撮り）のヘア 

2種類のアップスタイル希望 

①お客様のスタイルのご希望を伺う。（インター

ネットのヘアスタイル集など） 

②ご希望、スタイルに合ったウイッグの選定（も

ともとお持ちのヘアウイッグ、美容材料屋さんの

ファッションウイッグ） 

③ウイッグ制作（短大内） 

④ウイッグ試着と直し（病院内） 

⑤ウイッグ提供（後日撮影のため、ウイッグを持

って帰り帰宅） 

 

制作する上で工夫した点： 

ヘアスタイルやライフスタイルなどその方に合

わせた違いがあるが、おもな共通点をあげる。 

①後れ毛がない方でも自然に見えるように、フェ

イス回りの上げ方をややゆるめに上げ、セニング

シザーズで数本後れ毛を作る。 

②ウイッグのメーカー、種類により髪の毛の植え

方が違い、植えられているネット部の伸縮具合も

異なる。装着したときにピンなどが頭皮に当たっ

て負担がないようにピンの形状と、ピンを留める

方向に留意した。 

③ウイッグの特性上、ボリュームを作る際にはす

き毛を利用。また、すき毛の使用はスタイルのピ

ンを留めるうえでの土台となる。 

 

身体に負担が無く、見た目も自然に見えることが

一番大切である。 

 

結論： 

 ライフイベントにおいて、がん患者に限らず、

病気で外見に自信のない方など、それを諦めるの

ではなく、いかに外見をケア、その人らしくデザ

インをして、成人式、結婚式という一生に一度の

場に参加するか。そこに美容の力が大きく働くこ

とは言うまでもない。 

 今回、一つの例としてウイッグ制作を挙げた。

ウイッグとは近年、これまでの単なる「被り物」

「かつら」という概念から、ファッション性を持

ったものとして日常に浸透してきている。そうい

った背景もあり、ウイッグの使用も外見ケアに役

立ち、また美容師の技術を活かせられる美容福祉

の「ライフデザイン」のひとつとなるだろう。 
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写真Ⅰ－１ 

 

 
 

 

写真Ⅰ－2 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真Ⅱ－１ 

 

 

 

写真Ⅱ－2 
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＜資料＞ 

一般社団法人・日本美容福祉学会 

設立趣意書と活動実績 
 

◆日本美容福祉学会設立総会 

 1999(平成 11)年 11 月 11 日 

日本外国特派員協会（東京・有楽町） 

 

「日本美容福祉学会」設立趣意書 

 我が国の生活水準は、第２次世界大戦終了後著しく向

上し、その結果西欧諸国と肩を並べ、むしろこれらの諸

国を凌駕する状態になってきたことは、慶賀の至りであ

ります。 

 現在、国民の総所得は、世界のトップグループに入っ

ておりますが、個人所得、住宅事情、交通機関の整備な

どでは必ずしも満足のいく状態ではありません。さらに

最近の経済不況によって、失業率は我が国史上、最高率

を更新しつつあり、好景気時代の国民の生活価値観の多

様化の影響を受けた不満足感も大きくなってきておりま

す。 

 一方、国民の健康面をみると、生活習慣に起因するい

わゆる「生活習慣病」に悩んでいる方が多くなってきて

います。最近、我が国の人々の社会生活は、人口の高齢

化、出生率の低下による少子化、国際化の進展、産業技

術の進歩発展、生活価値観の多様化等、国民の福祉と健

康に影響を与える条件が急激に、しかも大きく変化いた

しました。その結果、21 世紀を迎えるに当たって、社会

福祉の面では、単に所得保障、住宅の確保など恩恵を施

すものだけでなく、生活を豊かにし、人間性を高めるも

のであり、いわゆる生活の質（Quality of Life＝QOL）

の向上をもたらすものであります。また 健康面でも、

生活習慣病、再興感染症、ストレスの時代と言われるよ

うになりました。このように福祉面、健康面のいずれも、

すべての国民を対象として取り組む時代となりました。 

 一方、生活価値観の変化の中には、従来パーマをかけ

る、ヘアカットをする、化粧をする、髭を剃る、ネクタ

イを結ぶといった行為が、単なる「きれい」「カッコイイ」

「華美」「キザ」としたとらえ方ではなく、生活にとって

必須の要素として受け取るようになってきました。今後

はこうした行為が、「身だしなみ」「おしゃれ」「エチケッ

ト」の一つとして、積極的に生活の質の向上のために求

められるようになっていくでしょう。 

 21 世紀を迎えるにあたって、高齢社会における社会福

祉のあり方について如何にあるべきか、を考えなければ

なりません。すなわち高齢者、障害者の要介護者、介護

者の人間性が尊重され、生活の充実のためには、介護を

中心にしながら広くすべての国民を視野に入れて、健康

面に配慮しつつ、「身だしなみ」「おしゃれ」としての諸

行為を積極的に取り入れ、高齢者、障害者の自立、個性

豊かな生活を達成することが必要であろうかと思われま

す。 

 今回、こうした新しい社会福祉のあり方を考え、また

経済的な面での福祉の充実だけでなく、心理、精神的な

面での充実を如何にするべきか等を課題として、福祉学、

美学、哲学、医学、看護学、保健学、栄養学、心理学、

介護学等の学問分野などと、化粧、美粧、装い、豊かな

生活等の生活面での実践活動分野を併せて、「美容福祉」

の学問の確立と社会サービスの充実及び学際的並びに国

際的研究の促進を目的として「日本美容福祉学会」を設

立することにいたしました。 

 本学会の事業は、学術集会及び研究会の開催、研究助

成並びに調査の実施、社会福祉事業関係者の資質の向上、

公開講演会の開催、内外の諸学会及び関係団体との連携

及び協力、学会誌その他刊行物の発行等であります。 

 本学会の対象とする分野が生活全般にわたることから、

国内外の多くの学会、関係諸団体との協力を図り、多く

の方のご参加をいただくことが必要と考えております。 

 本学会の設立とその発展のために、設立趣旨をご理解

のうえ、是非とも多くの皆様方のご参加と多大なるご支

援を心からお願い申し上げます。 

 

【設立発起人】（カッコ内は当時の所属） 

大島恭二（東洋英和女学院教授）岡本民夫（同志社大学

教授）古野谷亘（聖学院大学教授）大坊郁夫（北星学園

大学）西坂才子（スリムビューティハウス）野坂勉（大

正大学教授）原田克己（大妻女子大学教授）丸山欣哉（宮

城学院女子大学教授）米山岳広（武蔵野女子学院大学助

教授）星野卓雄（東京テミス法律事務所）堀部美行（堀

部モードインターナショナル代表）新藤アイ（山野流着

装宗伝）福渡靖（山野美容芸術短期大学教授）山野愛子

ジェーン（山野美容芸術短期大学教授）渡辺聰子（山野

美容芸術短期大学教授）多田正明（山野学苑秘書室長）

三宅政志公（山野美容専門学校事務局長）福島清（山野

美容芸術短期大学事務局長） 
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◆第 1回学術集会 

 2001(平成 13)年 4 月 28 日 

山野美容芸術短期大学（八王子市） 

《テーマ》 

「『福祉』と『おしゃれ』21世紀…介護の視点から 

＜講演＞ 

「介護施設における『おしゃれと身だしなみ』への関心」

塩原正一（日本美容福祉学会会長） 

＜シンポジウム＞ 

「21 世紀の高齢者・障害者と『おしゃれ』と『身だしな

み』美容の役割」 

◇装いの立場から＝渡辺聰子（山野美容芸術短期大学教

授）◇住居の立場から＝辻育美（福祉住環境コーディネ

ーター）◇化粧心理の立場から＝日比野英子（山野美容

芸術短期大学助教授）◇福祉文化の立場から＝小林博（茨

城キリスト教大学教授）◇医療施設の立場から＝桑田美

代子（青梅慶友病院看護・介護開発室長）◇福祉施設の

立場から＝江國泰介（知的障害者施設「入道雲」施設長） 

＜エキジビション＞ 

「車イス利用者の和装着付け・ヘアー＆メイク 

＜ワークショップ＞ 

講習「車イス利用者の和装着付け」 

 

 

◆第 2回学術集会 

2002(平成 14)年 10 月 20 日 

東京・八王子学園都市センター（八王子市） 

《テーマ》 

「美容福祉の可能性」 

＜講演＞ 

「おしゃれと身だしなみに関する全国調査」塩原正一（日

本美容福祉学会会長） 

＜エキジビジョン＞ 

「高齢者の美容」鈴木昌子（山野美容芸術短期大学教授）、

及川麻衣子（山野美容芸術短期大学講師） 

＜特別講演＞ 

「高齢者にとって、生きるということ、装うということ」

樋口恵子（東京家政大学教授） 

＜シンポジウム＞ 

「美容福祉の可能性＝現場からの提言」座長＝佐藤林正

（九州看護福祉大学教授）◇精神科病院に美容室を開設

して＝岩崎由美子（昭和大学附属烏山病院精神保健福祉

士）◇老人施設におけるコスメティック・セラピー＝原

千恵子（山野美容芸術短期大学助教授）◇色彩からのア

プローチ＝南涼子（カラー・コンサルタント） 

＜ワークショップ＞ 

「高齢者のハンドケア＝ネイルケアやハンドマッサージ

の方法」 

 

 

◆第 3回学術集会 

2003(平成 15)年 11 月 2 日 

東京・八王子学園都市センター（八王子市） 

《テーマ》 

「セルフアートケア（ＳＡＣ）と美容福祉」 

＜講演＞ 

「おしゃれと身だしなみ全国調査・ＳＡＣの概念」塩原

正一（日本美容福祉学会会長） 

＜一般演題発表＞ 

①福祉施設職員の施設利用者への化粧・おしゃれに関す

る意識―Ａ社会法人での調査から」足立香織②「高齢者

に対する美容調査」後藤智之他③「痴呆性高齢者へのセ

ラピー効果―自己像描画の検討から」原千恵子④「昭和

大学烏山病院内美容室の活動－精神科・高齢者専門病院

における美容室の役割と必要性」伊藤麻衣子他⑤「高齢

者施設における美容福祉の実際―美容福祉学科卒業生の

取り組みと現状報告」木谷佳子⑥「頭スッキリ体操でリ

フレッシュ－創造的なプログラムにとりかかる前に」高

木弘⑦「介護における色彩の活用と実践」南涼子⑧「在

宅ケアと Self Art Care」平尾良雄他 

＜特別講演＞ 

「生きるほどに美しく」山野正義・山野美容芸術短期大

学学長、「自己表現と福祉」宮川俊彦・国語作文教育研究

所長 

＜シンポジウム＞ 

「セルフアートケア（ＳＡＣ）と美容福祉」座長＝岩崎

由美子（昭和大学附属烏山病院）◇音楽療法の立場から

＝唐澤清美（音楽療法士）◇コミュニケーション・イン

ストラクターの立場から＝島吉琴子（コミュニケーショ

ン・インストラクター）仁野衣子（コミュニケーション・

アドバイザー）◇アロマテラピーの立場から＝安珠（ア

ロマセラピスト） 

 

◆第 4回学術集会 

2005(平成 17)年 1 月 25 日 

山野美容芸術短期大学（八王子市） 

《テーマ》 

「生きるほどに美しく……美容福祉のこころ」＝2005 新

春セミナー 

＜講演①＞ 

「介護施設がのぞむ美容福祉」木川田典彌（社団法人全

国介護老人保健施設協会常務理事、ＮＰＯ法人全国痴呆

性高齢者グループホーム協会代表理事） 

＜講演②＞ 

「施設内理美容室エリザベートについて」鈴木長治（医

療法人ケアテル最高経営責任者・専務理事） 

＜講演③＞ 

「心理学から見た美容福祉」原千恵子（東京福祉大学大

学院教授 



 - 51 - 

＜パネルディスカッション＞ 

「訪問美容奮戦記―ＮＰＯ全国介護理美容福祉協会登録

美容師」佐野美恵子（在宅訪問）／加納静江（府中療育

センター）／伊藤雅美（ケアテル猪苗代）／鈴木いづみ

（ケアテル猪苗代）／杉本剛英（多摩永山病院）／村木

代志美（多摩永山病院）／有村亜紀子（多摩永山病院） 

＜まとめ＞ 

「これからの訪問美容に期待すること」＝佐藤典子・至

誠ホーム「スオミ」アクティビティ・プロデューサー 

 

◆第 5回学術集会 

2005(平成 17)年 10 月 23 日 

山野美容専門学校（東京・渋谷区） 

《テーマ》 

「美容福祉 新たな展開」 

＜基調講演＞ 

「今、美容福祉が求められている」一番ヶ瀬康子・長崎

純心大学教授・日本女子大学名誉教授・山野美容芸術短

期大学客員教授 

＜シンポジウム＞ 

「今、美容福祉がもとめられている」◇社会福祉研究者

の立場から＝一番ヶ瀬康子（長崎純心大学教授・日本女

子大学名誉教授）◇私たちが求めている美容福祉＝上山

のり子（駿台トラベル＆ホテル専門学校講師）◇美容福

祉サービスを利用する親の立場から＝坂口幸美（八王子

市重症心身障害児デイサービス「こあら」運営委員）◇

今、美容福祉が求められている＝佐野美恵子（美容福祉

師、山野美容芸術短期大学講師）◇100 歳のファッショ

ンモデル＝島崎隆太郎（社会福祉法人浴風会・特別養護

老人ホーム第三南陽園施設長） 

＜事例・研究発表＞ 

〔美容福祉援助理論・障害者の事例部門〕 

（座長＝大西典子） 

①「美容福祉援助持論仮説Ⅰ」濱田清吉、荒井典子（山

野美容芸術短期大学）②「重症障害をもつ子への美容福

祉援助の実際・事例Ⅰ」荒井典子、濱田清吉（山野美容

芸術短期大学）③「重症障害をもつ子への美容福祉援助

の実際・事例Ⅱ」黒田文美、河野誠二（山野美容芸術短

期大学）④「精神障害者の共同作業所喫茶Ｒ－美容福祉

援助活動の実際」西川奈美、及川麻衣子、中嶋理（山野

美容芸術短期大学） 

〔高齢者等の事例・調査・開発〕 

（座長＝濱田清吉） 

①「美容福祉技術講習受講生の意識調査」鈴木昌子（山

野美容芸術短期大学）②「美容福祉技術講習受講生の意

識調査（速報）と今後の課題」秋元弘子（山野美容芸術

短期大学）③「『すいコ～ム』ができるまで」奥山一成（山

野美容芸術短期大学）田爪正気（東海大学健康科学部）

④「ひきこもり女性に対する化粧を用いた心理的援助の

検討」野澤桂子（山野美容芸術短期大学）⑤「高齢者の

ケアプランに美容セラピーを導入」木谷佳子（介護老人

保健施設銀の船よこはま）⑥「在宅における訪問美容福

祉の役割について」佐野美恵子（NPO 全国介護理美容福

祉協会美容福祉師） 

 

◆第 6回学術集会 

2006(平成 18)年 10 月 22 日 

山野美容専門学校（東京・渋谷区） 

《テーマ》 

「美容福祉 その理論と実践」 

＜特別講演＞ 

「障害者福祉政策の今日」八代英太・トータル福祉アド

バイザー 

＜シンポジウム＞ 

「おしゃれは、生きる楽しみ」◇日比野英子・神戸親和

女子大学教授◇木実谷哲史・島田療育センター院長◇芝

敏子・八王子福祉園地域支援コーディネーター◇後藤智

之・「ヒルトップロマン」介護福祉士◇久保みち子・美容

福祉師◇司会＝中島理・山野美容芸術短期大学教授 

＜事例・研究発表＞ 

〔調査・統計：事例障害福祉部門〕 

（座長＝濱田清吉、副座長＝黒田文美） 

①「技術と心の交流」古山智（山野美容芸術短期大学美

容福祉学科２年）②「本学おける美容福祉演習、ボラン

ティア活動の実際とその意義―過去 5 年間における活動

集計からの検証」濱田清吉、久保田智弘、川口剛史、及

川麻衣子（山野美容芸術短期大学）③「利用者本位の新

たな福祉サービスの向上に向けて」芝敏子（東京都八王

子福祉園地域支援コーディネーター）④「重症障害をも

つ子への美容福祉援助の実際」黒田文美、山内朝江、濱

田清吉（山野美容芸術短期大学）松井綾子（八王子重症

心身障害児地域デイグループ「こあら」）⑤「重症心身障

害児への美容福祉援助～美容室椅子でのポジショニング

の工夫」山内朝江、黒田文美、濱田清吉（山野美容芸術

短期大学）松井綾子（八王子重症心身障害児地域デイグ

ループ「こあら」）⑥「きもの文化のバリアフリー」西川

奈美、山下牧子、青木和子（山野美容芸術短期大学）⑦

「美容福祉援助技術の方法―その計画と進め方、記録に

ついて」濱田清吉、荒井典子（山野美容芸術短期大学）

⑧「障害を持つ人への美容福祉サービスとその考察」岸

川皇生（山野美容芸術短期大学美容福祉学科 1 年）⑨「初

めての美容福祉活動」荒井裕美（山野美容芸術短期大学

美容福祉学科 1 年）⑩「重症心身障害児施設でのボラン

ティア活動、美容福祉演習を行って」高橋萌（山野美容

芸術短期大学美容福祉学科 3年）⑪「重症障害をもつ子

への美容福祉援助の実際、事例Ⅰ＜美容室＞」荒井典子、

濱田清吉（山野美容芸術短期大学）松井綾子（八王子重

症心身障害児地域デイグループ「こあら」）⑫「知的障害

を持つ人への美容福祉サービスとその考察―１事例を通

して」鈴木里美（ヘアーサロンソシエ）濱田清吉（山野
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美容芸術短期大学） 

〔調査・統計：事例高齢者福祉部門〕 

（座長＝中嶋理、副座長＝及川麻衣子） 

①ミチコ・エン（ケアホーム）に見る美容福祉の実践―

社会福祉専攻科サンノゼ研修レポート」遠藤まな（山野

美容芸術短期大学社会福祉専攻科）渡辺聰子（山野美容

芸術短期大学）②「平成 15 年度美容福祉学科入学学生の

意識変化と今後の課題」秋元弘子（山野美容芸術短期大

学）③「高齢者施設における美容福祉の位置づけと導入

について―文献展望からの考察」木谷佳子（介護老人保

健施設「銀の舟よこはま」）④「認知症予防プログラムに

おける美容技術援助の報告」及川麻衣子（山野美容芸術

短期大学）府中市立介護予防推進センター⑤「在宅にお

ける美容福祉援助の実際」佐野美恵子（ＮＰＯ全国介護

理美容福祉協会美容福祉師）⑥「美容施設による心理的

効果―不安感・うつ軽減について」原千恵子（東京福祉

大学大学院）南弥生（シェルブール代表）⑦「救護施設

利用者の美容・整容に対する意識調査」大西典子、大野

淑子、鎌田正純（山野美容芸術短期大学）林昭宏、平間

鈴折（救護施設光華寮）⑧「美容福祉援助活動の実際―

認知症高齢者通所介護施設Ｎにおけるボランティア活

動」黒田文美（山野美容芸術短期大学）⑨「本学におけ

る美容福祉実践活動―美容福祉実践研究会報告」古山智

（山野美容芸術短期大学美容福祉学科２年）美容福祉実

践研究会一同⑩「美容福祉実践への取り組み」古澤はる

か（山野美容芸術短期大学美容福祉学科２年）⑪「美容

福祉への第一歩」三国桂輔⑫「美容福祉 認知症を知る」

山本真希（山野美容芸術短期大学美容福祉学科１年） 

 

◆第 7回学術集会 

2007(平成 19)年 10 月 27 日 

山野ホール（東京・渋谷区） 

《テーマ》 

「美容福祉 その現状と課題」 

＜基調報告＞ 

「福祉施設への美容福祉導入意向調査について」浜田清

吉・山野美容芸術短期大学助教授 

＜シンポジウム＞ 

「美としあわせの追求」◇医療の立場から＝白澤友裕・

Dr.トーム美容医学研究所所長◇福祉施設の立場から＝

石井美智子・島田療育センター療育長◇福祉施設の立場

から＝西堀理・島田療育センター療育主任◇訪問美容実

践者の立場から＝大平千代子・美容福祉師 

＜事例・研究発表＞ 

〔Ａ 障害者福祉部門〕 

（座長＝大西典子、副座長＝武藤祐子） 

①「初対面の方に対する情報のあり方」古山智（山野美

容芸術短期大学美容福祉学科美容福祉学科３年）②「利

用者本位の新たな福祉サービスの向上に向けて」芝敏子

（八王子福祉園地域支援コーディネーター）及川麻衣子、

濱田清吉（山野美容芸術短期大学）③重症障害をもつ子

への美容福祉援助技術の実際 事例Ⅰ＝在宅にて」荒井

典子、濱田清吉（山野美容芸術短期大学）④「障害者福

祉において今後美容福祉に期待するもの」鶴田悦子（看

護師・介護支援専門職）⑤「きもの文化バリアフリー（男

性の装い）」山下牧子、西川奈美、青木和子（山野美容芸

術短期大学）⑥「高齢者障害者の衣服をテーマとした授

業での高齢者・障害者との関わり」大野淑子、渡辺聰子

（山野美容芸術短期大学）⑦「美容福祉活動事例報告」

杉本剛英（ヘアーライフステーション「ソラ」）⑧「特別

支援学校における美容福祉導入への取り組み―卒業単元

授業案を作成・実施して」黒田文美、荒井典子、濱田清

吉（山野美容芸術短期大学）野崎健（都立特別支援学校）

⑨介護におけるメイクアップの必要性と意義」公文裕子

（山野美容芸術短期大学）⑩「在宅における美容福祉援

助の実際」佐野美恵子（ＮＰＯ全国介護理美容福祉協会

美容福祉師）⑪「重症心身障害児・者と援助関係を築く

ための情報収集」濱田清吉、黒田文美、荒井典子、山内

朝江（山野美容芸術短期大学） 

〔Ｂ 高齢者福祉部門〕 

（座長＝佐野美恵子、副座長＝荒井典子） 

①「美容福祉実践における利用者理解の大切さ」古澤は

るか（山野美容芸術短期大学美容福祉学科３年）②「介

護老人保健施設『めぐみ』における美容クラブ活動『乙

女倶楽部』の取り組み」岡本勝子（ビアン・ネートル）

野澤桂子（山野美容芸術短期大学）③「介護福祉と要介

護高齢者に対して美容の意義と役割」南弥生（ヘルスケ

ア理美容ネットワーク代表）④「高齢者施設に働く山野

美容芸術短期大学「美容福祉学科」卒業生の活動」木谷

佳子（介護老人保健施設・銀の舟よこはま）⑤「高齢者

の美容室・理容室利用状況に関する男女の比較」安藤理

美（山野美容芸術短期大学）⑥「スウェーデン・デンマ

ークの高齢者福祉」佐藤典子（社会福祉法人至誠学矢舎

立川至誠ホームスオミ、アクティビティ・プロデユーサ

ー）⑦「健康と美容福祉～「相撲健康体操」の新しい可

能性」下家由起子（山野美容芸術短期大学）⑧「利用者

の情報収集、アセスメントを実施しての美容福祉援助活

動の試み―認知症対応型共同生活介護（グループホーム）

Ｎについて」濱田清吉、黒田文美、及川麻衣子、荒井典

子（山野美容芸術短期大学）竹村弘子、沖西宏美（グル

ープホームＮ）⑨「米国サンノゼ・ケアホーム入居者に

見る社会活動とおしゃれ」大西典子（山野美容芸術短期

大学）⑩「終末期における美容福祉援助の実際―家族を

つないだハンドマッサージの事例報告」及川麻衣子（山

野美容芸術短期大学）⑪「平成 16 年度『訪問介護員養成

研修２級課程』受講学生の意識変化と今後の課題」秋元

弘子（山野美容芸術短期大学） 
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◆「一般社団法人・日本美容福祉学会」発足 

日本美容福祉学会理事会は、「一般社団法人及び一般財

団法人に関する法律」基づき、「一般社団法人・日本美容

福祉学会」に改組することを決定申請し、2008(平成 20)

年 7 月 14 日付で改組発足した。詳細は「定款」参照。 

 

 

 

◆第 8回学術集会 

2008(平成 20)年 10 月 7 日 

山野美容芸術短期大学（八王子市） 

《テーマ》 

「美容ケアを考える」 

＜基調講演＞ 

「医療・福祉における美容ケア」野澤桂子・山野美容芸

術短期大学准教授 

＜研究発表・実践報告＞ 

〔Ａ 研究発表部門〕 

（座長＝大野淑子、副座長＝松下能万） 

①「高齢者の美容～社会参加に与える影響について」井

坪歩（カネボウ化粧品ビューティカウンセラー）②「タ

ーミナル期の高齢者における美容福祉の有効性につい

て」野村歩（社団法人東京蒼生会特別養護老人ホーム第

二万寿園）③「美容福祉への拘り―山野短大卒業生の活

動から」木谷佳子（介護老人保健施設・銀の舟よこはま）

④「社会活動をする高齢女性の装い志向性に関連する要

因」安藤理美（山野美容芸術短期大学）⑤「化粧療法の

効果測定の１法―高齢者の自己描画」原千恵子（東京福

祉大学大学院）⑥「実践研究・美容福祉 10 のインテリ

アデザイン―医療福祉のインテリアデザイン研究から」

藤澤忠盛（長岡造形大学造形学部建築・環境デザイン学

科）吉田真澄（研究室メンバー） 

〔Ｂ 実践発表部門〕 

（座長＝秋田留美、副座長＝武藤祐子） 

①「美容福祉・障がい者就労支援とのマッチングにおけ

る新たな挑戦―福祉美容室と障がい者就労継続支援Ｂ

型・鳥取型」井手添敬子（ＮＰＯ「楽」）②「学生の卒論

課題・フットケアに取り組んで」荏原順子（新潟青陵大

学）③「施設における高齢者美容援助の課題」餘目玲子

（西南学院大学大学院）④「美容ケアを考える」杉本剛

英（ヘアーライフステーション「ソラ」）⑤「重症心身障

害児施設における美容福祉アドバイザーの役割」黒田文

美、荒井典子、濱田清吉（山野美容芸術短期大学） 

 

 

 

 

 

 

 

◆第 9回学術集会 

2009(平成 21)年 10 月 24 日 

山野ホール（東京・渋谷区） 

《テーマ》 

「ジェロントロジーの意義とその展開～美容福祉の

視点から」 

【特別公開講座】 

＜基調講演＞ 

「ジェロントロジーの現在と未来」ジェラルド.Ｃ.デビ

ソン（南カリフォルニア大学教授） 

＜講演①＞ 

「日本におけるジェロントロジーの発展」辻哲夫（東京

大学高齢社会総合研究機構） 

＜講演②＞ 

「美しいこと・老いること～美容の心理学」阿部恒之（東

北大学大学院） 

＜講演③＞ 

「高齢社会における美容の役割」野澤桂子（山野美容芸

術短期大学） 

＜講師と参加者の総合討論＞ 

司会＝鎌田正純（山野美容芸術短期大学） 

【研究発表・実践報告】 

（座長＝漆原克文、副座長＝大野淑子） 

＜研究発表＞ 

①「認知症高齢者の心理療法について」原千恵子（東京

福祉大学大学院）②「美容・整容による認知症高齢者の

変化～自画像分析を中心に」」餘目玲子（西南学院大学大

学院）③「施設入所の認知症高齢者に対する美容マッサ

ージ効果の研究」金銀玉（特別養護老人ホーム第三南陽

園）④「重症心身障害児施設入所者における高齢化の現

状と美容への期待」荒井典子（山野美容芸術短期大学）

⑤「山野美容芸術短期大学におけるジェロントロジー研

究」武藤祐子（山野美容芸術短期大学） 

＜実践報告＞ 

（座長＝佐野美恵子、副座長＝荒井典子） 

①「ジェロントロジーにおける美容の役割と可能性」及

川麻衣子（山野美容芸術短期大学）②「美容福祉の現場

から見えてきた『美容福祉の展望・鳥取型』」井手添敬子

（ＮＰＯ「楽」）③「訪問理美容を新しい福祉産業として

創出する」奥山一成（ＮＰＯ全国介護理美容福祉協会）

④「障害者の自立支援・就労支援における美容福祉プロ

グラム」及川麻衣子（山野美容芸術短期大学）⑤「アク

ティヴィティケアと美容福祉」多田千尋（芸術教育研究

所） 
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◆第 10回学術集会 

2010(平成 22)年 11 月 2 日 

山野美容芸術短期大学（八王子市） 

《テーマ》 

 「ヘルスプロモーションと美容福祉」 

＜基調講演＞ 

「女性のトータルヘルスプロモーション」横倉恒雄（医

療法人社団健人会横倉クリニック） 

＜研究発表＞ 

（座長＝漆原克文、副座長＝佐伯久美子） 

①「美容を通して施設利用者のＱＯＬ向上を図るために

一考察」金ドヨン（桜美林大学大学院老年学専攻）②「精

神的ストレスと化粧によるストレス緩和作用―唾液中ク

ロモグラニンＡの定量的検査法による化粧行動の評価」

大西典子、田嶋順子（山野美容芸術短期大学）網野和代

（救護施設光華寮）③「ブラセボを用いたアミノ酸食品

の効能評価」郷間宏史（名古屋大学大学院）他④「化粧

療法 認知症患者への化粧の治療的効果について」餘目

玲子（西南学院大学大学院） 

＜実践報告＞ 

（座長＝大野淑子、副座長＝荒井典子） 

①「美容によって変化する利用者の意識」松田あかり（山

野美容芸術短期大学美容福祉学科３年）②「在宅からグ

ループホーム―訪問美容の実践」佐野美恵子（美容福祉

師）③「エアーブラシを使用しての美容福祉」奥山一成

（ＮＰＯ全国介護理美容福祉協会）④「病院出張美容時

におけるヒヤリハットの現状と対策」井手添敬子（ＮＰ

Ｏ「楽」）⑤「チームにおける美容福祉活動」森欣也（福

祉美容師） 

 

 

◆第 11回学術集会 

2011(平成 23)年 10 月 11 日 

山野ホール（東京・渋谷区） 

《テーマ》 

「ジェロントロジーと美容福祉～ＱＯＬへのアプロ

ーチ」 

【特別公開講座】 

＜基調講演＞ 

「美容師と対人サービス専門職者のためのストレスマネ

ージメント」ジェラルド.Ｃ.デビソン（南カリフォルニ

ア大学教授） 

＜講演①＞「長寿社会を考える視点」小野太一（東京大

学公共政策大学院教授） 

＜講演②＞「山野学苑とジェロントロジー」山野正義（学

校法人山野学苑理事長） 

 

＜研究発表＞ 

（座長＝大野淑子、副座長＝荒井典子） 

①「化粧療法 認知症患者への化粧の効果とＱＯＬにつ

いて」餘目玲子（西南学院大学人間科学研究科）②「創

造性を育てる未完成絵画療法」原千恵子（東京福祉大学

大学院）③「高齢者における美しい姿勢と活動的な動作

創り―その指導方法」生山匡、JOHN PAEKER、鈴木ひろ子、

山本恵子（山野美容芸術短期大学）古田裕子（オフィス・

ケア） 

＜実践報告＞ 

（座長＝大西典子、副座長＝佐伯久美子） 

①「東日本大震災 被災地での実践報告」杉本剛英（美

容室そら、福祉美容師）②「宮城県石巻市での訪問美容

を体験して」山下玲子（福祉美容師）③「Ａ重症心身障

害児施設におけるＱＯＬへのアプローチ 事例１」荒井

典子（山野美容芸術短期大学）④「緩和ケアを受けなが

ら今を生きるＫさんが訪問美容に求めるもの」佐野美恵

子（美容福祉師）⑤「美容福祉・実践と展望――鳥取型」

井手添敬子（ＮＰＯ楽理事長、福祉美容師）⑥「アクテ

ィビティの一環としての訪問美容」佐藤典子（アクティ

ビティ・プロデューサー） 

 

 

◆第 12回学術集会 

2012(平成 24)年 10 月 31 日 

山野美容芸術短期大学（東京・八王子） 

《テーマ》 

「その人らしい生き方と美容福祉」 

＜基調講演＞ 

「その人らしい生き方と美容福祉」井手添敬子（特定非

営利活動法人「楽」理事長） 

＜特別報告＞ 

「訪問理美容に係る法規等の現状と課題」北村秀敏・一

般社団法人日本美容福祉学会事務局長 

＜研究発表＞ 

（座長＝大西典子、副座長＝荒井典子） 

①「会話分析から見た女性高齢者への美容効果」鈴木忠

慶、五十嵐由樹、杉浦哲朗（山野医療専門学校）②「腸

内環境改善による肌質の改善効果」貴家康尋（㈱ビーア

ンドエス・コーポレーション） 

＜実践報告＞ 

①「ボランティア活動を通じて」町田貴史（山野美容専

門学校）②「重症心身障害者施設における美容の取り組

みと今後の展望」古山智（島田療育センター）荒井典子

（山野美容芸術短期大学）濱田清吉（ヤマザキ学園大学）

③「62 歳で美容師に、そして美容福祉師に」伊藤徳子（美

容福祉師、NPO 全国介護理美容福祉協会登録美容師）④

「地域密着の美容福祉活動」森欣也（美容室「ほたる」、

NPO 全国介護理美容福祉協会登録美容師）⑤「15 年間の

美容福祉実践の成果と課題」安立英雅（福祉移動美容室・

株式会社シルバーサポート）⑥「介護施設におけるファ

ッションショー」小貫紘子（グループホーム「しらかば」

家族、元小規模多機能ホーム旭ヶ丘職員） 
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◆第 13 回学術集会 

2013(平成 25)年 10 月 15 日 

山野美容芸術短期大学（東京・八王子） 

《テーマ》 

「サクセスフルエイジングと美容福祉」 

＜基調講演＞ 

「化粧とこころの健康を脳波で測る」佐藤詔司・田中美

枝子（㈱脳機能研究所） 

＜研究発表＞ 座長＝大野淑子 

①「認知症早期発見と予防の場としてのエクササイズ『ハ

ートフルレッスン』の実践と効果」利根川久女紅（利根

川Ｋスタジオ主宰）②「『美容を用いたかかわり』と学生

の自己評価との関連」安藤理美（山野美容芸術短期大学

現代美容福祉専攻）③「ミズメザクラ精油が高齢者の頸

部筋硬度に与える効果」杉崎哲朗、鈴木忠慶、五十嵐由

樹（山野医療専門学校）佐野美恵子（山野美容芸術短期

大学非常勤講師、美容福祉師）加納静江（NPO 全国介護

理美容福祉協会登録美容師）④「エステティックにおけ

る介護予防の本質と可能性」宮本治（エステティックサ

ロン「ミックアップ」）⑤「珠理心身調整法―O 脚の修正」

谷合惠（珠理心身調整法・和敬の会）⑥「こころをつな

げよう」田嶋順子（山野美容芸術短期大学現代美容福祉

専攻）⑦「般若心経と山野愛子」中松和已（兵庫県立大

学・環境人間学部・教授） 

＜実践報告＞ 座長＝大西典子 

①「寝たきり老人・仮設住宅等に訪問理美容を行うため

の人材育成」奥山一成（学校法人山野学苑）鵜浦智美（NPO

全国介護理美容福祉協会登録美容師・盛岡市）沼田あつ

子（NPO 全国介護理美容福祉協会登録美容師・仙台市）

佐瀬いづみ（NPO 全国介護理美容福祉協会登録美容師・

（会津若松市）②「地域アクティビティ Vol.2～ユニバ

ーサル・ファッション」山下玲子（NPO 全国介護理美容

福祉協会登録美容師、美容室「エポック」）③「美容と福

祉―ボランティア活動を経て思うこと」文元麻理香（山

野美容芸術短期大学）④「上肢の機能が低下した人のた

めの美容自助具の展開」山﨑希生（デイサービス「あお

ば」）椿彩加（福祉訪問美容「髪や」）⑤「デイケアサー

ビスにおける美容活動」原千恵子（デイサービス・居宅

支援「千恵の輪」施設長）瀧山元（NPO 全国介護理美容

福祉協会登録美容師、ビューティサロン「もと」） 
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一般社団法人・日本美容福祉学会 定款 
「日本美容福祉学会」＝平成 11(1999)年 11月 11 日設立 

「一般社団法人・日本美容福祉学会」＝平成 21(2009)年 7月 23 日改組 

 

第１章  総則 

（名称) 

第１条 当法人は、一般社団法人日本美容福祉学会と称し、

英 文 で は 、  General Incorporated Association 

Japanese Society of Aesthetics and Welfare と表記

する。 

（主たる事務所等) 

第２条 当法人は、主たる事務所を東京都渋谷区に置く。 

２ 当法人は、理事会の決議により従たる事務所を必要

な場所に設置することができる。 

（目的） 

第３条 当法人は、美容福祉の理論と実践に関する研究及

び事業並びに普及活動を推進し、高齢者及び障がいの

ある人々並びに福祉事業に携わる人々の福祉に貢献す

ることを目的とする。 

（事業） 

第４条 当法人は、前条の目的を達成するために、次の

事業を行う。 

(1)美容福祉に関する学術的研究と理論構築 

(2)学術集会及び研究会並びに講演会の設置、運営、

開催 

(3)美容福祉に関する学会誌その他の刊行物の発行

及び公表 

(4)美容福祉師資格認定制度の運営 

(5)美容福祉師の教育及び養成 

(6)美容福祉に関する相談及び助言 

(7)介護関連施設等での美容福祉師によるサービス

の提供 

(8)その他、当法人の目的を達成するために必要な事

業 

（公告） 

第５条 当法人の公告は、電子公告により行う。ただし、

事故その他やむを得ない事由によって電子公告による

公告をすることができない場合は、官報に掲載する方

法により行う。 

（機関の設置） 

第６条 当法人は、理事会、監事を置く。 

 

第２章  会員 

（種別） 

第７条 当法人の会員は、次の３種とし、正会員をもって

一般社団法人及び一般財団法人に関する法律（以下「一

般法人法」という。）上の社員とする。 

 (1)正会員 当法人の目的に賛同して入会した個人又は

団体 

 (2)賛助会員 当法人の事業を賛助するため入会した個

人又は団体 

 (3)名誉会員 当法人に功労のあった者又は学識経験者

で理事会において推薦された者 

（入会） 

第８条 正会員又は賛助会員として入会しようとする者

は、理事会が別に定める入会申込書により申し込み、

理事会の承認を受けなければならない。その承認があ

ったときに正会員又は賛助会員となる。 

（入会金及び会費） 

第９条 正会員は、社員総会において別に定める入会金及

び会費を納入しなければならない。 

２ 賛助会員は、社員総会において別に定める賛助会費

を納入しなければならない。 

（任意退会） 

第10条 会員は、理事会において別に定める退会届を提出

することにより、任意にいつでも退会することができ

る。 

（除名） 

第11条 会員が次のいずれかに該当するに至ったときは、

第20条第2項に定める社員総会の特別決議によって当該

会員を除名することができる。 

(1)この定款その他の規則に違反したとき。 

(2)当法人の名誉を傷つけ、又は目的に反する行為をし

たとき。 

(3)その他の除名すべき正当な事由があるとき。 

（会員資格の喪失） 

第12条 前２条の場合のほか、会員は、次のいずれかに該

当するに至ったときは、その資格を喪失する。 

(1) 会費の納入が継続して２年以上されなかったとき。 

(2) 総正会員が同意したとき。 

(3) 当該会員が死亡し、又は解散したとき。 

（会員資格喪失に伴う権利及び義務） 

第13条 会員が前３条の規定によりその資格を喪失した

ときは、当法人に対する会員としての権利を失い、義

務を免れる。正会員については、一般法人法上の社員

としての地位を失う。ただし、未履行の義務は、これ

を免れることはできない。 

２ 当法人は、会員がその資格を喪失しても、既納の入

会金、会費その他の拠出金品は、これを返還しない。 

 

第３章  社員総会 

（種類） 

第14条 当法人の社員総会は、定時社員総会及び臨時社員

総会の２種とする。 

（構成） 

第15条 社員総会は、正会員をもって構成する。 

２ 社員総会における議決権は、正会員１名につき１個

とする。 
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（権限） 

第16条 社員総会は、次の事項を決議する。 

(1)入会の基準並びに会費及び入会金の金額 

(2)会員の除名 

(3)役員の選任及び解任 

(4)役員の報酬の額又はその規定 

(5)各事業年度の決算報告 

(6)定款の変更 

(7)長期借入金並びに重要な財産の処分及び譲受け 

(8)解散 

(9)合併並びに事業の全部及び事業の重要な一部の譲

渡 

(10)理事会において社員総会に付議した事項 

(11)前各号に定めるもののほか、一般法人法に規定す

る事項及びこの定款に定める事項 

（開催） 

第17条 定時社員総会は、毎年１回、毎事業年度終了後３

か月以内に開催し、臨時社員総会は、必要がある場合

に開催する。 

（招集） 

第18条 社員総会は、法令に別段の定めがある場合を除き、

理事会の決議に基づき理事長が招集する。ただし、す

べての正会員の同意がある場合には、書面又は電磁的

方法による議決権の行使を認める場合を除き、その招

集手続を省略することができる。 

２ 総正会員の議決権の１０分の１以上を有する正会

員は、理事長に対し、社員総会の目的である事項及び

招集の理由を示して、社員総会招集の請求をすること

ができる。 

（議長） 

第19条 社員総会の議長は、理事長がこれに当たる。理事

長に事故等による支障があるときは、その社員総会に

おいて、出席した正会員の中から議長を選出する。 

（決議） 

第20条 社員総会の決議は、法令又はこの定款に別段の定

めがある場合を除き、総正会員の議決権の過半数を有

する正会員が出席し、出席した正会員の議決権の過半

数をもって行う。 

２ 前項の規定にかかわらず、次の決議は、総正会員の

半数以上であって、総正会員の議決権の３分の２以上

に当たる多数をもって行う。 

（1）会員の除名 

（2）監事の解任 

（3）定款の変更 

（4）解散 

（5）公益目的事業を行うために不可欠な特定の財産の

処分 

（6）その他法令で定めた事項 

３ 理事又は監事を選任する議案を決議するに際して

は、候補者ごとに第１項の決議を行わなければならな

い。理事又は監事の候補者の合計数が第２５条に定め

る定数を上回る場合には、過半数の賛成を得た候補者

の中から得票数の多い順に定数の枠に達するまでの者

を選任することとする。 

（代理） 

第21条 社員総会に出席できない正会員は、他の正会員を

代理人として議決権の行使を委任することができる。

この場合においては、当該正会員又は代理人は、代理

権を証明する書類を当法人に提出しなければならない。 

（決議及び報告の省略） 

第22条 理事又は正会員が、社員総会の目的である事項に

ついて提案した場合において、その提案について、正

会員の全員が書面又は電磁的記録により同意の意思表

示をしたときは、その提案を可決する旨の社員総会の

決議があったものとみなす。 

２ 理事が正会員の全員に対し、社員総会に報告すべき

事項を通知した場合において、その事項を社員総会に

報告することを要しないことについて、正会員の全員

が書面又は電磁的記録により同意の意思表示をしたと

きは、その事項の社員総会への報告があったものとみ

なす。 

（議事録） 

第23条 社員総会の議事については、理事長が議事録を作

成する。 

２ 理事長は、前項の議事録に署名又は記名押印する。 

（社員総会規則） 

第24条 社員総会の運営に関し必要な事項は、法令又はこ

の定款に定めるもののほか、社員総会において定める

社員総会規則による。 

 

第４章  役員等 

（役員の設置等） 

第25条 当法人に、次の役員を置く。 

(1)理事 ３名以上３０名以内 

(2)監事 ３名以内 

２ 理事のうち、１名を理事長とし、２名以内を副理事

長とすることができる。 

（選任等） 

第26条 理事及び監事は、社員総会の決議によって選任す

る。 

２ 理事長、副理事長は、理事会の決議によって理事の

中から定める。 

３ 監事は、当法人又はその子法人の理事若しくは使用

人を兼ねることができない。 

４ 理事のうち、理事のいずれかの１名とその配偶者又

は３親等内の親族その他特別の関係にある者の合計数

は、理事総数の３分の１を超えてはならない。監事に

ついても、同様とする。 

５ 他の同一の団体（公益法人を除く。）の理事又は使

用人である者その他これに準ずる相互に密接な関係に

ある者である理事の合計数は、理事の総数の３分の１

を超えてはならない。監事についても、同様とする。 

（理事の職務権限） 

第27条 理事長は、当法人を代表し、その業務を執行す
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る。 

２ 副理事長は、理事長を補佐する。 

３ 理事会は、必要のあるときは、副理事長の中から代

表理事１名を選定することができる。 

（監事の職務権限） 

第28条 監事は、理事の職務の執行を監査し、法令で定め

るところにより、監査報告を作成する。 

２ 監事は、いつでも、理事及び使用人に対して事業の

報告を求め、当法人の業務及び財産の状況の調査をす

ることができる。 

（役員の任期） 

第29条 理事の任期は、選任後２年以内に終了する事業年

度のうち最終のものに関する定時社員総会の終結の時

までとする。 

２ 監事の任期は、選任後４年以内に終了する事業年度

のうち最終のものに関する定時社員総会の終結の時ま

でとする。 

３ 補欠として選任された理事又は監事の任期は、前任

者の任期の満了する時までとする。 

４ 理事又は監事は、第２５条に定める定数に足りなく

なるときは、任期の満了又は辞任により退任した後も、

新たに選任された者が就任するまで、なお理事又は監

事としての権利義務を有する。 

（解任） 

第30条 役員は、社員総会の決議によって解任することが

できる。ただし、監事を解任する場合は、総正会員の

半数以上であって、総正会員の議決権の３分の２以上

に当たる多数をもって行わなければならない。 

（報酬等） 

第31条 理事及び監事は無報酬とする。ただし、常勤の理

事及び監事に対しては、社員総会において別に定める

報酬等の支給の基準に従って算定した額を、社員総会

の決議を経て、支給することができる。 

（取引の制限） 

第32条 理事が次に掲げる取引をしようとする場合は、そ

の取引について重要な事実を開示し、理事会の承認を

得なければならない。 

(1)自己又は第三者のためにする当法人の事業の部類

に属する取引 

(2)自己又は第三者のためにする当法人との取引 

(3)当法人がその理事の債務を保証することその他理

事以外の者との間における当法人とその理事との

利益が相反する取引 

２ 前項の取引をした理事は、その取引の重要な事実を

遅滞なく理事会に報告しなければならない。 

３ 前２項の取扱いについては、第４４条に定める理事

会規則によるものとする。 

（名誉理事長及び顧問） 

第33条 当法人に、名誉理事長及び若干名の顧問を置くこ

とができる。 

２ 名誉理事長及び顧問は、会員の中から、理事会にお

いて任期を定めた上で選任する。 

３ 名誉理事長及び顧問は、無報酬とする。ただし、そ

の職務を行うために要する費用の支払をすることがで

きる。 

 （名誉理事長及び顧問の職務） 

第34条 名誉理事長及び顧問は、理事長の諮問に応え、理

事長に対し、意見を述べることができる。 

 

 

第５章  理事会 

（構成） 

第35条 理事会は、すべての理事をもって構成する。 

（権限） 

第36条 理事会は、この定款に別に定めるもののほか、次

の職務を行う。 

(1)社員総会の日時及び場所並びに議事に付すべき事

項の決定 

(2)規程・規則の制定、変更及び廃止に関する事項 

(3)前各号に定めるもののほか当法人の業務執行の決

定 

(4)理事の職務の執行の監督 

(5)理事長、副理事長の選定及び解職 

２ 理事会は、次に掲げる事項その他の重要な業務執行

の決定を理事に委任することができない。 

(1)重要な財産の処分及び譲受け 

(2)多額の借財 

(3)重要な使用人の選任及び解任 

(4)従たる事務所その他の重要な組織の設置、変更及び

廃止 

(5)理事の職務の執行が法令及び定款に適合すること

を確保するための体制その他当法人の業務の適正

を確保するために必要な法令で定める体制の整備 

（種類及び開催） 

第37条 理事会は、通常理事会及び臨時理事会の２種とす

る。 

２ 通常理事会は、毎年１回開催する。 

３ 臨時理事会は、次の各号の一に該当する場合に開催

する。 

(1)理事長が必要と認めたとき。 

(2)理事長以外の理事から会議の目的である事項を記

載した書面をもって理事長に招集の請求があった

とき。 

(3)前号の請求があった日から５日以内に、その請求が

あった日から２週間以内の日を理事会の日とする

理事会の招集の通知が発せられない場合において、

その請求をした理事が招集したとき。 

(4)監事が必要と認めて理事長に招集の請求があった

とき。 

(5)前号の請求があった日から５日以内に、その請求の

あった日から２週間以内の日を理事会の日とする

理事会の招集の通知が発せられない場合に、その請

求をした監事が招集したとき。 
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（招集） 

第38条 理事会は、理事長が招集する。ただし、前条第３

項第３号により理事が招集する場合及び同項第５号に

より監事が招集する場合を除く。 

２ 理事長は、前条第３項第２号又は第４号に該当する

場合は、その請求があった日から５日以内に、その請

求があった日から２週間以内の日を理事会の日とする

理事会の招集の通知を発しなければならない。 

（議長） 

第39条 理事会の議長は、法令に別段の定めがある場合

を除き、理事長がこれに当たる。 

（決議） 

第40条 理事会の決議は、この定款に別段の定めがある場

合を除き、決議に加わることができる理事の過半数が

出席し、その過半数をもって行う。 

（決議の省略） 

第41 理事が、理事会の決議の目的である事項について提

案した場合において、その提案について、議決に加わ

ることのできる理事の全員が書面又は電磁的記録によ

り同意の意思表示をしたときは、その提案を可決する

旨の理事会の決議があったものとみなす。ただし、監

事が異議を述べたときは、この限りでない。 

（報告の省略） 

第42条 理事、監事が理事及び監事の全員に対し、理事会

に報告すべき事項を通知した場合においては、その事

項を理事会に報告することを要しない。ただし、一般

法人法第９１条第２項の規定による報告については、

この限りでない。 

（議事録） 

第43条 理事会の議事については、法令で定めるところに

より議事録を作成し、出席した理事及び監事は、これ

に署名若しくは記名押印又は電子署名をしなければな

らない。 

（理事会規則） 

第44条 理事会に関する事項は、法令又はこの定款に定め

るもののほか、理事会において定める理事会規則によ

る。 

 

第６章 会計 

（事業年度） 

第45条 当法人の事業年度は、毎年４月１日に始まり翌年

３月３１日に終わる。 

（事業計画及び収支予算） 

第46条 当法人の事業計画書、収支予算書並びに資金調達

及び設備投資の見込みを記載した書類については、毎

事業年度の開始の日の前日までに、理事長が作成し、

理事会の決議を経て、社員総会の承認を得なければな

らない。これを変更する場合も、同様とする。 

２ 前項の書類については、主たる事務所及び従たる事

務所に、当該事業年度が終了するまでの間備え置く。 

３ 当法人が公益社団法人及び公益財団法人の認定等

に関する法律（以下「公益認定法」という。）の規定

に基づく公益認定を受けた場合において、第１項の書

類については、毎事業年度の開始の日の前日までに行

政庁に提出しなければならない。 

（事業報告及び決算） 

第47条 当法人の事業報告及び決算については、毎事業年

度終了後、理事長が次の書類を作成し、監事の監査を

受け、理事会の承認を経て、定時社員総会に報告（第

２号及び第５号の書類を除く。）しなければならない。 

(1)事業報告 

(2)事業報告の附属明細書 

(3)貸借対照表 

(4)損益計算書（正味財産増減計算書） 

(5)貸借対照表及び損益計算書（正味財産増減計算書）

の附属明細書 

(6)財産目録 

２ 前項第３号、第４号、第６号の書類については、定

時社員総会の承認を受けなければならない。 

３ 第１項の書類のほか、次の書類を主たる事務所に５

年間、従たる事務所に３年間備え置き、一般の閲覧に

供するとともに、定款を主たる事務所及び従たる事務

所に、社員名簿を主たる事務所に備え置き、一般の閲

覧に供するものとする。 

(1)監査報告 

(2)理事及び監事の名簿 

(3)理事及び監事の報酬等の支給の基準を記載した書

類 

(4)運営組織及び事業活動の状況の概要及びこれらに

関する数値のうち重要なものを記載した書類 

 

第７章  定款の変更、解散及び清算 

（定款の変更） 

第48条 この定款は、社員総会において、総正会員の半数

以上であって、総正会員の議決権の３分の２以上に当

たる多数の決議をもって変更することができる。 

２ 当法人が公益認定法の規定に基づく公益認定を受

けた場合において、前項の変更を行ったときは、遅滞

なく行政庁に届け出なければならない。 

（解散） 

第49条 当法人は、一般法人法第１４８条第１号、第２号

及び第４号から第７号までに規定する事由によるほか、

社員総会において、総正社員の半数以上であって、総

正会員の議決権の３分の２以上に当たる多数の決議に

より解散することができる。 

（残余財産の帰属等） 

第50条 当法人が清算をする場合において有する残余財

産は、社員総会の決議を経て、公益認定法第５条第１

７号に掲げる法人又は国若しくは地方公共団体に贈与

するものとする。 

２ 当法人は、剰余金の分配を行わない。 
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第８章  委員会 

（委員会） 

第51条 当法人の事業を推進するために必要あるときは、

理事会は、その決議により、委員会を設置することが

できる。 

２ 委員会の委員は、会員及び学識経験者のうちから理

事会が選任する。 

３ 委員会の任務、構成及び運営に関し必要な事項は、

理事会の決議により別に定める。 

 

第９章  事務局 

（設置等） 

第52条 当法人の事務を処理するため、事務局を設置する。 

２ 事務局には、事務局長及び所要の職員を置く。 

３ 事務局長及び重要な職員は、理事長が理事会の承認

を得て任免する。 

４ 事務局の組織及び運営に関し必要な事項は、理事長

が理事会の決議により別に定める。 

 

第10章  情報公開及び個人情報の保護 

（情報公開） 

第53条 当法人は、公正で開かれた活動を推進するため、

その活動状況、運営内容、財務資料等を積極的に公開

するものとする。 

２ 情報公開に関する必要な事項は、理事会の決議によ

り別に定める情報公開規程による。 

（個人情報の保護） 

第54条 当法人は、業務上知り得た個人情報の保護に万全

を期するものとする。 

２ 個人情報の保護に関する必要な事項は、理事会の決

議により別に定める。 

 

第11章  附 則 

（委任） 

第55条 この定款に定めるもののほか、当法人の運営に必

要な事項は、理事会の決議により別に定める。 

（特別の利益の禁止） 

第56条 当法人は、当法人に財産の贈与若しくは遺贈をす

る者、当法人の役員若しくは正会員又はこれらの親族

等に対し、施設の利用、金銭の貸付け、資産の譲渡、

給与の支給、役員等の選任、その他財産の運用及び事

業の運営に関して特別の利益を与えることができない。 

（最初の事業年度） 

第57条 当法人の設立初年度の事業年度は、当法人の成立

の日から平成２２年３月３１日までとする。 

（設立時役員等） 

第58条 当法人の設立時役員は、次のとおりである。 

◇設立時理事   

山野正義 山野愛子ジェーン 福島 清  

鈴木長治 木川田典彌 戸田房子 佐藤典子 

堀部美行 安藤高夫 佐野恒夫 濱田清吉 

三宅政志公 原千惠子 飯塚保佑 奥山一成 

木村康一 

◇設立時代表理事  

山野正義（理事長） 

山野愛子ジェーン（副理事長） 

◇設立時監事    

鈴木輝康 新藤アイ 

（設立時社員の氏名及び住所） 

第59条 設立時社員の氏名又は名称及び住所は、次のとお

りである。 

設立時社員  

１ 住所 東京都港区赤坂1丁目11番36号 

氏名 山野 正義 

２ 住所 東京都港区赤坂1丁目11番36号 

氏名 山野愛子ジェーン 

（法令の準拠） 

第60条 本定款に定めのない事項は、すべて一般法人法そ

の他の法令に従う。 

(財産の継承) 

第61条 日本美容福祉学会の財産は、一般社団法人日本美

容福祉学会へ引き継がれるものとする。 

 

 

以上、一般社団法人日本美容福祉学会の設立に際し、設

立時社員山野正義及び山野愛子ジェーンの定款作成代理

人である行政書士鈴木徹司は、電磁的記録である本定款

を作成し、これに電子署名をする。 

平成 20年 7月 14 日 

設立時社員  山野 正義 

同      山野 愛子ジェーン 

上記代理人  行政書士 鈴木 徹司 

 

 

【平成 26(2014)年度役員】 

理事＝山野正義（理事長）山野愛子ジェーン（副理事長）

安藤高夫、安藤理美、飯塚保佑、奥山一成、木川田典彌、

北村秀敏、木村康一、佐藤典子、鈴木長治、鈴木宏、戸

田房子、濱田清吉、原千恵子、福島清、三宅政志公 

監事＝鈴木輝康、新藤愛子 

 

【事務局】 

151-8539 渋谷区代々木 1-53-1  

学校法人・山野学苑内 

TEL:03-3379-0111(代) FAX:03-3370-0008 

E-mail:info@bwgakkai.gr.jp 

URL:http://www.bwgakkai.gr.jp 

 

 

 

 

http://www.bwgakkai.gr.jp/
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特定非営利活動法人 全国介護理美容福祉協会定款 

        （ＮＰＯ全国介護理美容福祉協会） 

      平成 14(2002)年 7 月 11 日＝内閣府認証、平成 14(2002)年 7 月 31 日＝登記完了、設立 

第１章  総則 
（名称） 

第１条 この法人は、特定非営利活動法人 全国介護

理美容福祉協会という。 

(事務所) 

第２条 この法人は、主たる事務所を渋谷区代々木１

丁目５３番１号に置く。 

２ この法人は、前項のほか従たる事務所を神奈川

県厚木市戸室１丁目６番地７号に置く。 

 

第２章  目的及び事業 

(目的) 

第３条 この法人は、理・美容室に来店困難な、寝た

きり老人、障害者、福祉施設入所者、障害者施設入

所者、病院入院患者等に対して訪問理・美容を行う

とともに、そうした活動の安全性の向上を図るため

の普及啓発に関する事業を行い、もって地域の保健、

福祉の増進に寄与することを目的とする。 

(特定非営利活動の種類) 

第４条 この法人は、前条の目的を達成するため、次

の種類の特定非営利活動を行う。 

(1) 保健、医療又は福祉の増進を図る活動 

(事業の種類) 

第５条 この法人は、第３条の目的を達成するため、

次の事業を行う。 

(1) 特定非営利活動に係る事業 

① 高齢者、障害者等に対する訪問散髪のサービ

スの提供 

② 訪問理・美容の安全性等の向上を図るための普

及啓発事業 

(2) 収益事業 

① 訪問洗髪、セット、パーマ、ヘアダイ、エス

テ、化粧等のサービスの提供に関 

する事業 

  ② 訪問理・美容に関する、機材・機具の販売、リ

ース及びレンタル業 

前項第２号に掲げる事業は、同項第１号に掲げる事

業に支障ない限り行うものとし、その収益は同項第

１号に掲げる事業に充てるものとする。 

 

第３章 会員 

(種別) 

第６条 この法人の会員は、次の２種とし、正会員を

もって特定非営利活動促進法(以下「法」という)上の

社員とする。 

(1) 正会員 この法人の目的に賛同して、入会した

個人及び団体 

(2) 準会員 この法人の目的に賛同して、その活動

を賛助するため入会した個人及び団体 

(入会) 

第７条 正会員として入会しようとするものは、理事

長が別に定める入会申込書により、理事長に申し込

むものとし、理事長は、そのものが前条に掲げる条

件に適合すると認めるときは、正当な理由がない限

り、入会を認めなければならない。 

２ 理事長は、前項のものの入会を認めないときは、

速やかに、理由を付した書面をもって本人にその旨

を通知しなければならない。 

(入会金及び会費) 

第８条 正会員は、総会において別に定める入会金及

び会費を納入しなければならない。 

(会員の資格の喪失) 

第９条 正会員が次の各号の一に該当するに至ったと

きは、その資格を喪失する。 

(1) 退会届の提出をしたとき。 

(2) 本人が死亡し、又は正会員である団体が消滅し

たとき。 

(3) 継続して２年以上会費を滞納したとき。 

(4) 除名されたとき。 

(退会) 

第 10 条 正会員は、理事長が別に定める退会届を理事

長に提出して、任意に退会することができる。 

(除名) 

第 11 条 正会員が次の各号の一に該当するに至った

ときは、総会において正会員総数の 4 分の 3 以上の

議決により、これを除名することができる。この場

合、その正会員に対し、議決の前に弁明の機会を与

えなければならない。 

(1) この定款等に違反したとき。 

(2) この法人の名誉を傷つけ、又は目的に反する行

為をしたとき。 

 

(拠出金品の不返還) 

第 12 条 既納の入会金、会費及びその他の拠出金品は、

返還しない。 

第 4 章 役員及び職員 

(種別及び定数) 

第 13 条 この法人に次の役員を置く。 

(1) 理事 3 人以上 10 人以下とする。 

(2) 監事 1 人以上 3 人以下とする。 
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２ 理事のうち、１人を理事長、１人を副理事長、

１人を専務理事とする。 

(選任等) 

第 14 条 理事及び監事は、総会において選任する。 

２ 理事長、副理事長及び専務理事は、理事の互選

とする。 

３ 役員のうちには、それぞれの役員について、そ

の配偶者若しくは３親等以内の親族が１人を越えて

含まれ、又は当該役員並びその配偶者及び３親等以

内の親族が役員の総数の３分の１を超えて含まれる

ことになってはならない。 

４ 監事は、理事又はこの法人の職員を兼ねること

ができない。 

 (職務) 

第 15 条 理事長は、この法人を代表し、その業務を総

理する。 

２ 副理事長は、理事長を補佐し、理事長に事故あ

るとき又は理事長が欠けたときは、その職務を代行

する。 

３ 専務理事は、理事長、副理事長を補佐し、その

業務を専掌する。 

４ 理事は、理事会を構成し、この定款の定め及び

理事会の議決に基づき、この法人の 

業務を執行する。 

５ 監事は、次に掲げる職務を行う。 

(1) 理事の業務執行の状況を監査すること。 

(2) この法人の財産の状況を監査すること。 

(3) 前２号の規定による監査の結果、この法人の業

務又は、財産に関し、不正の行為又は法令若し

くは、定款に違反する重大な事実があることを

発見した場合には、これを総会又は所轄庁に報

告すること。 

(4) 前号の報告をするため必要がある場合には、総

会を召集すること。 

(5) 理事の業務執行の状況又はこの法人の財産の

状況について、理事に意見を延べ、若しくは理

事会の召集を請求すること。 

(任期等) 

第 16 条 役員の任期は２年とする。ただし再任を妨げ

ない。 

２ 補欠のため、又は増員によって就任した役員の

任期は、それぞれの前任者又は現任者の任期の残存

期間とする。 

３ 役員は、辞任又は任期満了後においても、後任

者が就任するまでは、その職務を行わなければいけ

ない。 

(欠員補充) 

第 17 条 理事又は監事のうち、その定数の 3 分の 1

を超える者が欠けたときは、遅滞なくこれを補充し

なければならない。 

(解任) 

第 18 条 役員が次の各号の一に該当するに至ったと

きは、総会の議決により、これを解任することがで

きる。この場合、その役員に対し、議決の前に弁明

の機会を与えなければならない。 

(1) 心身の故障のため、職務の遂行に堪えないと認

められるとき。 

(2) 職務上の義務違反、その他役員としてふさわし

くない行為があったとき。 

(報酬等) 

第 19 条 役員は、その総数の 3 分の 1 以下の範囲内で

報酬を受けることができる。 

２ 役員には、その職務を執行するために要した費

用を弁償することができる。 

３ 前２項に関し、必要な事項は総会の議決を経て、

理事長が別に定める。 

(職員)  

第 20 条 この法人に、事務局長その他の職員を置く。 

２ 職員は、理事長が任免する。 

 

第５章  総会 

(種別) 

第 21 条 この法人の総会は、通常総会及び臨時総会の

2 種とする。 

(構成) 

第 22 条 総会は、正会員をもって構成する。 

(権能) 

第 23 条 総会は、以下の事項について議決する。 

(1) 定款の変更 

(2) 解散 

(3) 合併 

(4) 事業計画及び収支予算並びにその変更 

(5) 事業報告及び収支決算 

(6) 役員の選任、又は解任、職務及び報酬 

(7) 入会金、会費の別 

(8) 借入金、その事業年度内の収入をもって、償還

する短期借入金を除く。第 50条において同じ。

その他、新たな義務の負担及び権利の放棄。 

(9) 事務局の組織及び運営 

(10)その他、運営に関する重要事項 

(開催) 

第 24 条 通常総会は、毎年２回開催する。 

２ 臨時総会は、次の各号の一に該当する場合に開

催する。 

(1) 理事会が必要と認め、招集の請求をしたとき。 

(2) 正会員総数の５分の１以上からの会議の目的

である事項を記載した書面をもって、招集の請

求があったとき。 

(3) 第１５条第５項第４号の規定により、監事から

招集があったとき。 

(招集) 

第 25 条 総会は前条第 2 項第 3 号の場合を除き、理事
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長が招集する。 

２ 理事長は、前条第２項第１号及び第２号の規定

による請求があったときは、その日から３０日以内

に臨時総会を招集しなければならない。 

３ 総会を招集するときは、会議の日時、場所、目

的及び審議事項を記載した書面をもって、少なくと

も５日前までに通知しなければならない。 

(議長) 

第 26 条 総会の議長は、その総会において、出席した

正会員から選出する。 

(定足数) 

第 27 条 総会は、正会員総数の２分の 1 以上の出席が

なければ開会することができない。 

(議決) 

第 28 条 総会における議決事項は、第 25 条第 3 項の

規定によって、あらかじめ通知した事項とする。 

２ 総会の議事は、この定款で規定するもののほか、

出席した正会員の過半数をもって決し、可否同数の

ときは、議長の決するところによる 

(表決権等) 

第 29 条 各正会員の表決権は、平等なるものとする。 

２ やむを得ない理由のため総会に出席できない正

会員は、あらかじめ通知された事項について書面を

もって表決し、又は他の正会員を代理人として表決

を委任することができる。 

３ 前項の規定により、表決した正会員は、前２条、

次条第１項及び第５１条の適用については、総会に

出席したものとみなす。 

４ 総会の議事について、特別の利害関係を有する

正会員は、その議事の議決に加わることができない。 

 

(議事録) 

第 30 条 総会の議事については、次の事項を記載した

議事録を作成しなければならない。 

(1) 日時及び場所 

(2) 正会員総数及び出席者数(書面表決者又は表決

委任者がある場合にあっては、その数を付記す

ること。) 

(3) 審議事項 

(4) 議事の経過の概要及び議決の結果 

(5) 議事禄署名人の選任に関する事項 

２ 議事録には、議長及びその会議において選任さ

れた議事録署名人２名以上が署名、押印しなければ

ならない。 

 

第６章  理事会 

(構成) 

第 31 条 理事会は理事をもって構成する。 

(権能) 

第 32 条 理事会は、この定款で定めるもののほか、次

の事項を議決する。 

(1) 総会に付議すべき事項 

(2) 総会の議決した事項の執行に関する事項 

(3) その他、総会の議決を要しない会務の執行に関

する事項 

(開催) 

第 33 条 理事会は、次の各号の一に該当する場合に開

催する。 

(1) 理事長が必要と認めたとき。 

(2) 理事総数の 3 分の 1 以上から会議の目的である

事項を記載した書面をもって招集の請求があっ

たとき。 

(3) 第１５条第５項第５号の規定により、監事から

招集の請求があったとき。 

(招集) 

第 34 条 理事会は、理事長が招集する。 

２ 理事長は、前条第２号及び第３号の規定による

請求があったときは、その日から２０日以内に理事

会を招集しなければならない。 

３ 理事会を招集するときは、会議の日時、場所、

目的及び審議事項を記載した書面をもって、少なく

とも５日前までに通知しなければならない。 

(議長) 

第 35 条 理事会の議長は、理事長がこれに当たる。 

(議決) 

第 36 条 理事会における議決事項は、第 34 条第 3 項

の規定によってあらかじめ通知した事項とする。 

２ 理事会の議事は、理事総数の過半数をもって決

し、可否同数のときは、議長の決するところによる。 

(表決権等) 

第 37 条 各理事の表決権は、平等なものとする。 

２ やむを得ない理由のため理事会に出席できない

理事は、あらかじめ通知された事項について書面を

もって表決することができる。 

３ 前項の規定により表決した理事は、前２条及び

次条第 1 項の適用については、理事会に出席したも

のとみなす。 

４ 理事会の議決について、特別の利害関係を有す

る理事は、その議事の議決に加わることができない。 

(議事録) 

第 38 条 理事会の議事については、次の事項を記載し

た議事録を作成しなければならない。 

(1) 日時及び場所 

(2) 理事総数、出席者数及び出席者氏名(書面表決

者にあっては、その旨を付記すること。) 

(3) 審議事項 

(4) 議事の経過の概要及び議決の結果 

(5) 議事録署名人選任に関する事項 

２ 議事録には、議長及びその会議において選任さ

れた議事録署名人２人以上が署名、押印しなければ

ならない。 
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第７章  資産及び会計 

（資産の構成） 

第 39 条 この法人資産は、次の各号に掲げるものを持

って構成する。 

(1) 設立当初の財産目録に記載された資産 

(2) 入会金及び会費 

(3) 寄付金 

(4) 財産から生じる収入 

(5) 事業に伴う収入 

(6) その他の収入 

(資産の区分) 

第 40 条 この法人の資産は、これを分けて特定非営利

活動に係る事業に関する資産及び収益事業に関する

資産の 2 種とする。 

(資産の管理) 

第 41 条 この法人の資産は、理事長が管理し、その方

法は、議会の議決を経て、理事長が別に定める。 

(会計の原則) 

第 42 条 この法人の会計は、法第 27 条各号に掲げる

原則に従って行うものとする。 

 (会計の区分) 

第 43 条 この法人の会計は、これを分けて特定非営利

活動に係る事業に関する会計及び収益事業に関する

会計の 2 種とする。 

(事業計画及び予算) 

第 44 条 この法人の事業計画及びこれに伴う収支予

算は、理事長が作成し、総会の議決を経なければな

らない。 

(暫定予算) 

第 45 条 前条の規定にかかわらず、やむを得ない理由

により予算が成立しないときは、理事長は、理事会

の議決を経て、予算成立の日まで前事業年度の予算

に準じ収入支出することができる。 

２ 前項の収入支出は、新たに成立した予算の収入

支出とみなす。 

(予算費の設定及び使用) 

第 46 条 予算超過及び予算外の支出に充てるため、予

算中に予備費を設けることができる。 

２ 予備費を使用するときは、理事会の議決を経な

ければならない。 

第 47 条 予算議決後にやむを得ない事由が生じたと

きは、総会の議決を経て、既定予算の追加又は更正

をすることができる。 

 

(事業報告及び決算) 

第 48 条 この法人の事業報告書、収支計算書、貸借対

照表及び財産目録等の決算に関する書類は、毎事業

年度終了後、速やかに、理事長が作成し、監事の監

査を受け、総会の議決を経なければならない。 

２ 決算上余剰金を生じたときは、次事業年度に繰

り越すものとする。 

(事業年度) 

第 49 条 この法人の事業年度は、毎年 4 月１日に始ま

り、翌年３月３１日に終わる。 

(臨機の措置) 

第 50 条 予算をもって定めるもののほか、借入金の借

入れその他新たな義務の負担をし、又は権利の放棄

をしようとするときは、総会の議決を経なければな

らない。 

 

第 8 章  定款の変更、解散及び合併 

(定款の変更) 

第 51 条 この法人が定款を変更しようとするときは、

総会に出席した正会員の 4 分の 3 以上の多数による

議決を経、かつ、法第 25 条第 3 項に規定する軽微な

事項を除いて所轄庁の認証を得なければならない。 

(解散) 

第 52 条 この法人は、次に掲げる事由により解散する。 

(1) 総会の決議 

(2) 目的とする特定非営利活動に係る事業の成功の

不能 

(3) 正会員の欠亡 

(4) 合併 

(5) 破産 

(6) 所轄庁による設立の認証の取消し 

２ 前項第１号の事由によりこの法人が解散すると

きは、正会員の４分の３以上の承諾を得なければな

らない。 

３ 第１項第２号の事由により解散するときは、所

轄庁の認定を得なければならない。 

(残余財産) 

第 53 条 この法人が解散(合併又は破産による解散を

除く。)したときに残存する財産は、学校法人山野学

苑に帰属するものとする。 

(合併) 

第 54 条 この法人が合併しようとするときは、総会に

おいて正会員総数の 4 分の 3以上の議決を経、かつ

所轄庁の認証を得なければならない。 

 

第 9 章  公告の方法 

(公告の方法) 

第 55 条 この法人の公告は、この法人の掲示場に掲示

するとともに、読売新聞に掲載して行う。 

 

第 10 章  雑則 

(細則) 

第 56 条 この定款の施行について必要な細則は、理事

会の議決を経て、理事長がこれを定める。 
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附則 

１ この定款は、この法人の成立の日から施行する。 

２ この法人の設立当初の役員は、次に掲げる者とす

る。 

  理事長  山野 正義 

副理事長 山野 愛子ジェーン 

  理 事  三宅 政志公 

  理 事  中原 英臣 

理 事  田爪 正氣 

理 事  奥山 一成 

監 事  水野 敬二 

監 事  平尾 良雄 

３ この法人の設立当初の役員の任期は、第 16 条第１

項の規定にかかわらず、成立の日から平成 16 年 6

月 30 日までとする。 

４ この法人の設立当初の事業計画及び収支予算は、

第 44 条の規定にかかわらず、設立総会の定めるとこ

ろによるものとする。 

５ この法人の設立当初の事業年度は、第４６条の規

定にかかわらず、成立の日から平成 15年 3 月 31 日

までとする。 

６ この法人の設立当初の入会金及び会費は、第８条

の規定にかかわらず、次に掲げる額とする。 

(1) 入会金   ５，０００円 

(2) 年会費   ５，０００円 

 

 

 

【平成 26（2014）年度役員】 

理事＝山野正義（理事長）、山野愛子ジェーン（副理事

長）、福島清（専務理事）、北村秀敏、佐野美恵子、杉

本剛英、田爪正氣、西尾栄次、三宅政志公 

監事＝水野孝平、奥山一成 
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URL:http://www.npobl.or.jp 
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